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ne) A FAN EE PAAR RR EDS 
POT ILA YMMZIS Gk) 
mags: 鈴 AK Ag 
1 # a 
Ee FC BEY SH TTA WEIL, 調 は の る 秋 父 系 , Hy GAR RO 
[WROD DW BBS SHREOUHABOW e UTS kOKKBRSEL 
ろ な り 。 筆者 は AS EO RIAL RO BR, LEYS BB Buy OD He 
方 3km な る 柏木 附近 の TT) IGS HSC, 一 種 の SOE ER IEDCE Ze 
得 た 9。 
et lk, Me BARS UT 同 地 附近 に 庶 く 分 布 せ る BRAK OBR BED 
岩 と 路 々 同性 綿 を 示せ ども , AVIA SO PO MEK LA PE PGR Bl 
有 し 居る を FRED. YRS, AY 3~5cm の 長篠 を 有 し , 外 形 は 征 
々 丸 味 を 喜 ぴた る も の に し て , Z 6 (LOR AS ik Re BY SEEM, 
KSAELMe BSBA O 6 
AO FES BE FCIAC HARE ES IK, BHR Re FEMS Hh 
合 質 は , 同 地方 に 見 ら る ゝ 他 の JRE é 同様 に し て , BEA OB, tele 
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LON AUR ES Re ERODE eee We ABE LL, 
= PUES BD BIKES RE 2 HB UTHEAT SE OKO. MRIS TM 
As, HIV & PEM BOAO MEK LE OME ARS & OI UT, 知り 得 た る 種類 
DAR ALOS, アル ヵ リ 粗 粒 玄武 岩 CTkalidolerite) REA RIAL Yate 
Colivine-dolerite) 及び 交 終 岩 (diabase) 等 な り 。 今 これ 等 各種 の 角 栓 中 特に 
興味 ある アル ヵ リ 粗 粒 玄武 岩 塊 に 就 い て 簡 寧 に 紹介 せん と す 。 
2 PUAYVHRELKEROMRAHRS 

角 磁 と し て 含ま る ゝ アル カ ヵ カリ 粗 粒 玄 武 岩 は , 外見 粗雑 な る RRO 

て , UEE PIL B YT ZRERT OI, チタ RR ROSMORRME K 
詳 な る 白色 人 確 物 並 に Bike ERE TA EOI UT, これ に 次 いで bees 1b 
せる HEA, Ya—3a% 第 一 園 (アル カリ 粗 粒 玄武 岩 ) 
シン 化 せ る チタ > BRON ips oad 
Ok tO = FY > BRA Ap 
BU SOUT, WD HH 
部 分 的 な れ ど も , FAK 
な る 方 解 石和 粒 及 び 性 質 不 
HH 26 B= OD Sak) WED 22 
WCBSZCLHAD. Ch 
AS HED O FeV BA RISK 
の 如 し 。 

チタ EA > A pK 


Fry VEE z 40 

WICH BALE> REG Ta 59 v MT it RH CHO) 
. oO= Ti Gi Wal A==F VY HIG C= Diya 

Cie) > WRG > F = ch= RA 


& EMC Y 2- ary yr)>TF) VES HOM HREOM MIS Ble 
AR CURA & DCRR SLD HE ART BORO 


oa a Mm Tk 207( 3.) 


FaVBR チタ PAI, ABOK 45~50% を 占 む る も の に し て , 各 結 
Halt KP S 0.5~1mm, 貴 は これ に 生 ば せる 如き HHAR を な し て 産出 
So Ms. & HATES LOC HETRIS PAT A BF PAE CU < WES ES BEE 
CWA RAE SHAH U LOLS. MeSBSL UT (100) に 下行 せる 


Mine BLS & DDO o AWAD KASAI HE Ze Te LT HEOD NE [oh 

せら れ 居 る を 特徴 と し , 且つ 分 た れ た る 各部 は 更に 閉 し き BH te 

を 常 と す 。 従 つ て 各部 分 に よめ 種々 の 光 媒 的 性 質 を 異 に せる も の な り 。 一 

般 に 旗 面 に 於 いて は 中 央 部 に 比 し て 周 肖 部 の 方 色濃く 主軸 に 下行 せる も の 
$B...) Sache i 


F AYRE BONE EE RABE 
に あり て は (010) 叉 は (111) に 相 党 する 部 分 に 比 し て Chk0 う の 部 分 に 於 いて 
色濃く , 特に 外 絞 に 向 ふ に 従 ひ その 濃度 を 増す も の と す 。 
上 の 場合 に 於 いて 淡色 の 部 分 は 殆ど 多 色 性 を 示さ ヾ れ ど も 比較 的 渡 色 の 
部 分 は 幽 か な る 多 色 性 を 示す 。 
中 央 部 Hid THR SAL 
外 絞 部 …………… X= 淡紅 曹 色 , Y=R OE, Z= 淡 黄 章 色 , 
XCY>Z 
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AED IAED NS & 0 消 光 角 を 異 に する も の に し て , 特に WHERE L 
きも の に 在り て は 各 司 分 に 於 ける 差異 碁 し きも の 多 し 。 そ の 主 な る も の を 
琉 ぐ れ ば , BOOM Lo | 

信和 砂時計 構造 を 有する 多 敷 の も の に 就 い て 各 牙 分 の 消 光 角 を 測定 し た る 
に , それ 等 相互 の 間 に 生 々 一 定 の 開 係 あ り 。 こ れ を 表記 し 且つ 園 解す れ ば 
下 の 如 し 。 (第 一 表 及 び 第 三 園 ) 

多 敷 の も の ヽ う もち 測り 得 た る 最大 清光 角 は AZ =60'R OY 6 

I= R 


on C111) | on a¢010) | on 7Chk0) 

1 | oASE cd 97°? ~32° 
2 PUG | ea eae cas 27 ~33 
> 200 | eeeenner 33 ~48 
4 S(T 35 ~4L 
5 53 [| pemecsoocn 37 ~42 
6 32 30° 43 ~47 
"6 SR Alea 
8 Ey tat Whe 45 ~50 
9 SG it ile Meee tes 44 ~50 
10 37 40 43 ~47 
11 A NS 44 ~54 
12 3 45 50 ~57 
3 AAs eee 48 ~55 
14 47 49 3,—~56 
15 45 52 7 —~60 


FRYER WKMCAZ) 

ADDS WON 1S EBS IC SP YG PLA OBMD & も BAD aR LABS 
た め , その 光 軸 角 を 測定 する こと 生々 困難 な れ ど も, REE Ok OO CH 
(a) て 計 り 得 た る 或 も る の は , KF 2V = 5 内外 を 示し , PETC ASF BB 
分 に 於 いて は それ よめ 生々 大 に し て 共に 光則 性 は 正 な め 。 ATO a Ras 
も 部 分 に より て 其 の 値 を 異 に せる こと 勿論 な れ ど る も 浸 法 に より 測定 せる る 
D» WICKET LOA OO (根本 理 幌 士 測定 )。 

w=1.710, 7’=1.730, 7’—a =0,020 
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BAG DIS MR SIA NBO SF & > BIS, KE DLO’ 周 邊 に 見 る が 
如き 測 き 色 を 示す も の を し 。 

ZFY YR LKR hh 第 = 

DT 興味 ある Bis, F - 
2 DB O BIRR EB (= 


ROB OBELS き 

HO lA, Bey 

細 な れ ど も (110) DBF で 
Ss, 


開 ょ く BEL, WOR 
72% RR KIA IA IE C/N 
X’=1P7 ZAP X= 


ROR Y= GOR KS 


= 4 


w& 
o 


20 
Z! = (RABIES 76.0 0 J4 
orth (GHEE) 
SZEOBBEOLT FRY EA OWKACCAZ) 
第 四 wi ZerF) PR LRAAGRABRASLO 


EF) RAD SF 2 RII AS OBE 
は 和 制 然 た る 境界 を 示 さ ず し て 徐々 に 推移 し 居 
る こと あれ ども , これ 等 の 光 帳 性 に よめ り て 直 
ち に 過 別 する ぁ る こと を 得 べ し 。 HOTFY ih 
石 の 或 る も の は , BILLS NEEM を な し て 
石 基 中 に 散 弁 する も の ある を 見 る 。 そ の 人 性質 
は 前 者 と 同様 な 9。 

Amin 本 岩 に 於 いて チタ ン 郊 石 と 混 じ 
て 産出 する 白色 確 物 は 題 微 錯 下 に 於 いて 殆ど 
無色 な れ ど る も 著しく 分 解 の 進み た る も の に し 


T=F 2 EG 
A= =F) v RF 
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T, BS 0.5~1 mm 幅 0.3~0.6 mm OHARA HABRT CLAY. FOV 
k OMELT, MISBHOMILLEDZLOREAMLEBLSNEL, GOR 
5 RHA % Oo BUBEP CHU, RA Lise Gi UT, Bi t LO 
HBAASE$ MACS S, MRI HEEL BS SAA 
Dia 3 AEBOMH 24E UENO. AA CMMREEe GSA EDA lis hl) 
OPES ZEOHO o 

MBA HOO PREG SLO, 小粒 と し て 比較 的 稀 に 存在 すれ ども , 
大 部 分 は 複 屈折 低 き ARE, RIS CME ORIEHOREGH 1S 8 O 
Z Lo HICH Itt OPED 2, FE TERE ARROURe AL, TORE 
Imm YRC ROUSE LE UTHER A PE BH LEKSEORS™S LGD 
な り 。 

Foam AIS, 不 規則 な る 微粒 を な し て 全 岩 石 中 に 分 布 せ る も の 
75.0 5 J@5B CARICA UTR 不透明 な れ ど も , 反射 光線 に よれ ば 灰白色 を 示 
> 大 部 分 : リ コー ロコ クシ ジジ 化 せ る る も の な る に こと を 示せ 0 人 伏 失 SS 
表 に 示す 如く , 本 岩石 が 比較 的 TiO。 CL RHAILF 2 > MA LF 2 > BU 
の 多量 な る に 角 因 する も の な る こと 明らか な のり の 。 

BRA ADIL ALE Lom 内 外 の 塊 と し て 諸 所 に 散在 す る も の な る が 
2G 6 BA OMS MRM FIR ALO LSS, 

WIEST SSS, HD CMR AED 6 APA c/AZ’ = 20° (= U CHB 
J OWS EIS BZ 6 ES US HARD OE EAB SUT RPT AS Hi od 

て 高き AKO Oo FEW S LD CIEE SPA MOB SHES, 前 
Aik NAOMI SS 6, RAHA OAD LEB GSS 

BH HILLS 2 BAC OMOMBMONO 間際 を 充填 する も の に し て 岩 
iit UCHR 22 HS BORO © BABE PIC HAUT ABBE RD 
KOBE SAMS PHORM RG LESLIE し 。 比較 的 新鮮 な り と 


Bie Bese aR Ode 21107) 


id & >» World, PTA < FH = a PITH REN ES, GBS 
BBP LAA A ti S CDT AS SHAFER O WH OBEY 4 id Oo WED 
PASALO—PLT Fr 1 VICHUTSEOSM<S RORES COM 
ARBESF o 

EME SAMS ABS F OVD IMS & OSL CHEE 7 or wy Kb 
る こと 最も 適 党 な る さけ れ ど る も, KAPO AEMBAROALY 構成 する 物 
ROVERPC Sed, CHUCK SABI Or LHS BS, Fis 
i (= alkali-dolerite と し て こ ・ ゝ に 報告 する に 止む 。 

3. PAVERS ROILERD 

以上 粗 粒 玄武 岩 を 構成 せる 各 確 物 に 就 い て 輝 べ た る が だが, 本 岩 塊 の (bt Bike 
分 に 就 い て は 北大 地質 鼻 確 物 由 教 室 人 金成 明 氏 の 分 析 に より て 第 二 表 の 結果 
724812 9 6 


: ae 3 
wt. % mol. % | Nigglis values 

FO 42.12 | 472 | Si=88:5 
TiOs 2.75 3 al=-16-5 
Al, Os 13:3 8-8 3 
Fe2053 6.47 2.8 fm=55.5 
FeO 8-05 4 7.5 c—292.5 
MnO 0-25 0-3 53: 
MgO 9-62 16-1 ph 
CaO 9-91. 11-8 = 45 
Nas0 2.30 2-5 

2 =0-66 
Ko0 0-68 0-5 mets 
BO 0-47 0.2 k—0-16 
Ig. loss 405 | st c/fm—0-40 
Total 99:99 100-0 


Sp. gr. 3-00 
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Rick DONO RCo LT, その 原産 地 に BOT 
は 未だ 審 な ら ざ れ ど も , 同 地 以 束 万 扇町 を 中 心 と する 地域 に は HHH THES 
秩父 系 の PRED IE OS Ai tld, 本 岩 も 同 層 の 一 員 と RMT CL ed 
適 営 な る ぁ る べし と 信 ぜ ら る 。 本 邦 の 西部 の 環 日 本 海 ア ル ヵ リ 岩 域 , 高 草 山地 
FOOT, EF) HARA 2 > Ha SeE LT SY 武 岩 質 岩 右 の 襲 
見 せら れ し こ と MESHES, FES BYES OL HINGE O AWA 
BBC HY CL OFOBH IES © Lhd THRASILRASNSL 
FT EPIRA PLA 6 BARRO FEMI BY TS, BIS WOR B IHS 
いて 記 逃 する こと ある べべ だ さく, 今 は 唯 々 同 岩 中 の ァ ル カリ FARES Ric O 
S CERT ZI LDHA LUTE Y Girt KARA OR EMOWM 6 D> 
RGSS ADORED GAL LRAUO’ BRIS 6 
(昭和 七 年 二 月 十 五 日 Ae A HLS Hb AP Gl ty BB cc) 


#9 #2 AO th & HS (3) 
4: A 勝 利 


原子 配列 の 決定 (承前 ) 
第 互 表 中 に 示し た る 原子 泊 標 を 適 営 に 毅 化 し て , 各 綱 下面 より 0 の X 線 反 
射 濃度 と 一 致す る 如き 中 の 結 品 橋 造 を 求め ん 。 各 網 下面 の 反射 濃度 と FG 
と の 開 係 は Bragg に よれ ば 炊 の 如 Le 


[= A@F* 

a 
yin MN" CH as I+cos*2 6 
“2 st um? Ck. 3 we sin2 0 


に し て イ は 用 ふる 波長 と 結 曲 の X 線 吸収 卒 と が 決定 すれ (LBA O 5 


wh oh aC 213¢.9 ) 


之 を 書 替 へ て 
FB=(AD)3 7 
と すれ ば だ は 濃度 の 下方 根 に 比例 せり 。 だ 値 は 第 交 式 を 以 つ っ て 計算 する 
こと を 得る を 以 っ て , 計算 値 と 管 験 に て 得 た る 濃度 と が 大 鏡 下行 する 如く 
ABR BME SULLY BUKPO (LGA 4 OD RBUHABI LT 
4 MILI PIG る 電子 敷 及 びそ の 電子 配置 , X 線 の 波長 及 入 射 
角 の の 正弦 と 共に 大人 化す る ぁ も の に し て , を に つき て は Bragg OW SA 
り 。 褒 ほ 最 近 に 計算 せる も の あれ どる も 曲線 に 表す 時 破 跡 ある を 以 っ つて 之 を 
用 ふる こと を 民 け た り 。 L. Pauling も 赤 之 を 計 筑 せる も の を BRO. 
Bragg OHA SLO PHM CER TRO AR sind/h Ove ee 
し て 表示 すれ ば 第 六 表 の 如く な る 。 ATH IIHS T lk 85 MgSiO, - 15Fe 
SiO; な る を 以 つ て Mg 及び Fe OR HHL PUT, 
f=85 fut ts fre 
と し て 第 六 表 の 4 列 に (MgFe) に て 示し た り 0。 


第 六 表 
sind /d ET fe OLD T0686 0570.8 O19 Seino 
O-2 SOMO COE) le ed OI OLD OL ON 
Senate. GRE)» OS 8:0 CG 55 44 386 29 2a 19 
Mott HOE) | ASG ON SE TEA ERS COE LI 
Ret LVNLSONLL LCO 107 “93 18:2 7,2 ACO HO 


CU ES ABR PNI9" 2” 65 $2 41 38 27 22 Te 

ZHEOWse fi と し て IRPAOTHMPMCOS CH Bia D Bite 
FAO T F fi stat UR LICR UT, BEKO MS 座標 を 用 ふる 時 多く の 
反射 を 最も 都合 よく 廃 明 し 得 る こと を 知れ め Choo) よめ の 反射 濃度 は 
(800) に 於 て 多少 計算 値 と 異 る 亡 あ る も 詩 笑 條 件 に より これ 以上 Mg 及び 
Si 原子 の 0 fi 2BMEY LU る を 得 ず 。 

ZO HS eNO Carat & F 値 と 反射 濃度 と を 第 八 表 と し て NK 
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aA BH KR B 


Oo atRel ¢ AGG ¢ ORC KEE kS-ReSLS efeSLo 


第 + R 
84 bo 83 af yy, & 
(Mg Pe) LS 1800, 155 Ga Sens? 
(Mig. Fe)y 45 == 1/8) 135 BS OL Yi 
Shy 10. = 126° 104 0 00 
Sry 80%. SEBS 16 — 29) =a eos 
Or 20 50 72° 1.06. Ad. ~ FB6 
On 22 180 72-06. 7 eeB 
Og 18° 0 WY S05 25 ares 
Ow 70 125 20 19 Fao 06 
Ov 68 a 18 19 OL 05 
Oyt 72 SP 108 20. = 720 30 
第 vA 表 
hkl stn 6 stn 0/» Cal, F Obs. Tnien. 
200 O84 06 0 abs. 
400 169 S17. — 43 ww, 
600 .254 .14 0 V. w, 
800 338 tee. — 42 abs. 
1000 092 28 0 abs. 
1200 08 oo — 253 VAS: 
1400 598 39 0 Ue We 
1600 677 44 + 83 Ss 
1800 766 48 0 U. W, 
2000 851 56 +121 AS: 
2200 9385 61 9 LPs 
020 263 Gi =. 9 abs. 
040 350 23 — 24 M. w, 
060 IO 34 +213 Les, 
080 .700 46 + 30 AM. %, 
0100 876 7 — 140 is 
002 298 L9 — 4 Us TW 
OO4 099 .39 — 17 VU, Ww. 
006 890 8 a WY) Us We 
210 121 .08 —260 abs. 
220 183 ole, = bt abs, 
230 275 Lz. = Ue W. 
250 445 29 +114 ‘Ss 
420 245 16 — 38002) Eas: 
430 313 en = 12 .S, 
440 389 25 — 8&2 MM. 
460 .549 .36 7 UL Ws 
610 265 A +210 [EG BS 


研 x 215(11) 
hkl siz 0) stn 0/2. Cal, F Obs, Intern. 
620 313 20 4+ 52 Ve Ws. 
630 365 od —121 M. 
640 432 28 + 23 Us We 
650 .501 Sd — 74 VES: 
680 S43 48 + 8 U. We 
810 O49 ce — 23 a “dh 
820 440 29 SS SB} MM. 
830 428 28 + 24 Vv. W. 
1010 430 28 Senos M. 
1020 455 36 =. Ue We 
1070 734 48 4 53 mM. 
1410 O97 39 “285 M. 

1470 845 0d + 24 Us 
1850 .874 .57 4+ 48 M. 
2040 913 59 4+ 43 mM. 
L02 303 19 =. gt U, We 
202 11 ‘20 — 184 VS: 
302 329 21 4+ 61 & 
402 45 fee, — 2 abs, 
502 366 4 — 153 LS: 
602 382 .25 = abs. 
702 421 or — 186 Las; 
802 452 co. db @ abs. 
902 486 30 +121 aS; 
104 O98 39 SOS is 
204 602 40 ey Vv, W 
304 612 40 + 3 VU. Ww 
504 621 41 = 7, We 
021 .230 Lb =a bY W. 
022 340 Ae = 28 abs. 
023 425 2s + 60 iS¢ 
024 615 40 = 30 M. 
O41 Ord 125 +1190?) WwW, 
O42 45S 30 ak, Weil Uv, W 
O43 61 pve — 4 iS 
O45 ASS 28 at 0 M, 
O61 ede 30 + 84 iS 
062 99 39 +° 8 abs. 
063 685 45 zat) Us Ws, 
O64 785 Bil aa abs. 
066 905 69 + 12 U. W 
081 bi 46 + 83 abs, 
~ 082 Wor. 49 = 15 W, 
083 O24 od + 94 M, 
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結晶 構造 に 開 す る 議論 

1. Warren 及 Bragg (ASH 58 fo RVs HSE 2 WET LT, ZF OWA 
於 て は SiO, WES t Oe c WNLAMT LT O 原子 を 共有 し て Bite 
形成 し Si: O= 1:3 OLR CHB MZ S Metasilicate fe BL, 等 
SiO, TUTE CU BHA CA TM SHE £0, BOMB 


は b に 示す 如き 複合 鎖 を Me 


i Big yee T= | FA a) 輝石 族 に 特有 な る 単 一 SiOz Ho 
ase eS b) 角 敵 石 族 に 特有 な る 複合 SIO4 HEMT o 


は 第 四 園 及 筑 六 彫 に 見 る 
MN < H— SiO, BRL c Hh 
PAT ILE OKO, BRIS 
PRR ABA (SERA WR IR 
属す る を 知る 。 

2. FESR O Aida ie 
iui 7 (010) に 投影 し 第 六 
fal 5 に 示せ り の , 各 4 オン の 
生音 は 大 贈 の 比例 を 保 た 
し ふぁ ゅ 宣 際 の 大 さき の 1/。 と & 
Oo SOM T HH 
IG (ha/2 x cO) SEE 4 AR 
L, Kz E WROD FB 
BEA Hie: © (010) 0) pe we 


を axe の 範 園 に て 古 銅 交 石 と 全く 同様 の 注意 を 以 つ て 行 へ べり 。 之 等 雨 機 
aie MARS SAL BELE L < HAL, SiOx 鎖 は 共に <c 軸 に 下行 し 第 五 岡 の 矢 に 
て 示せ る 如き 方 位 を と れ り め , 吉 に 乱 列 石 構造 と 簡 電 な 義 係 に ある 如く , 妊 ケ 
IO b 軸 を 第 五 ・ 六 彫 の 如く 選ぶ は 最も 合理 的 な る ぁ る べし 。 然 る 時 形態 上 
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第 Kn fal 
a) RTH, Ro b) TSM ALT AE 
ED (O10) ~ D PRES & Yelee & TBI 


ES i eee 4A 
* Center of symmetry, at height 0.5, 0.5, 0. 
‘ Center of symmetry, at height 025, 0.25, 0. ©) : 
v4 Digonal screw axis. bay Ca 
-—._. Gillding plane of symmetry, 
(Gliding component 4/2) =) Wie 


Gliding plane of symmetry. 
sabe aa - (Gliding component: 4/2) Gate 
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k Olt Niggli 及 Rosenbusch の 如き 軸 の 選び 方 と な る 。 

3. 第 六 園 を 見 る に a/4 の 位置 に (roo) な る 滑 動 敵 笑 面 あり て 滑 動 方 向 
は 2 その 消 動 値 は 2/2 な る を 以 つ て , (ozo) 面 へ の Hise FS ADMEC US 
COPD MAUR LW PTO MM < Ze BABS O, BIS @ の 方 向 の 週 期 は 
この 長 さ の 2 億 され た も の , MSA asin BOK 2 LES LOD FR 
方 列石 の a WPL Se L (001) へ の 投影 第 四 園 を 見 る に AA の 中 間 に 
SOBEL dO CT 4.42 A OIC BAKO a (clare 4 B— SiO, 鎖 が 
矢 に て 示せ る 方 位 を と め の て 位置 せり , も し 2 軸 が 2 億 され て 17-68 A と な 
る 時 雷 笑 中 心 問 の 距離 は 8.34 4 と な め , 第 六 園 2 に 園 示 せる 複合 SiO。 BB 
が 矢 に て 示せ る 方 位 を ょ め て 位置 し 得 べ くく, か く の 如く UTE ARABS 
造 を 導く を 得 べ し 。 

既に Warren (3 S00) BEANE EM OM BREE & 0 RTO 
SHAOMMRIS 2 HL 2 1h SPOT TROME & O HRA KO Sr ORMR 
は 2 軸 が 2 億 さる ゝ を 知れ 0。 即ち 


Pproxene Amphibole 
Enstatite Anthophyllite 
Orthorhombite MeSiO; Hs Me7z(SiOx)s . 
a=9.1x2A a=9.25x2A 
6=8.87 b=8-95X2 
= 5.20 ba 5:27 
Diopside Lremolite 
Monoclinic CaMg( SiO 3) HH, CaMg.( StO2)s 
a=9.71A a=9:78A 
6=8.89 b=8.9x2 
6= 5.24 C= 5220 
B=7410 B=73°58’ 


1) B. E. Warren, D. I. Modell; Z. Krist., 75. 167. 1930. 


EE es 91915) 


4 RP HIBS Td Fe は Mg の 位置 を HEARSE < FERRIC 
UO. Bt ROM & O14 + > HEI AIST 2 IC, Si-O 距離 は 


Or; 154A On = TFA 
Sip JOn 1-54 Sig JOy 1-60 

On 1-58 Ow 265 

Oy = 7-58 Oyr 1.58 


Si-O Fh ORL 7.584, (MgFe)-O 距離 は 


(Or 228A GE A 
(OMe ee OF 2 2:08 
Me Fe On 2,10 y “ayes On 2.46 
oo Ow 2.27 (Mg, fen On 2:2 
Ow Bore Oy 2.50 
Ov A Ovs 2.33 


(Mg Fe)-O #BARO 2g (8. 2-184 と なれ 0。 
結 cs 
NW SEIR BIS HE FB OD DS vy x ES i SO ail SN Othe bts Blak tk 
0, COWL FIs 
@=18.16A, b=8.48A; c= 5.19 
E70, FVLBRKLORDKLACOMABIL 
@ 2b 26= 2.0537 110-5864 
ERKRYV o COE SRA Owe st ld 85 MgSiIO,-15 FeSiO sg に し て その 分 子 量 
は 105-4, ARBRE kOTROK AWB 3-337, ASDRLG BALE T- 
中 に は その GH LG. AMMES Vn BL, Va OSORIO HER 
は Wyckoff OMAK 4 tL OvREATZALO 場合 適 営 なり しゃ UOT, 
その EPL RO (001) 面 へ の 投稿 を 求め この BRAC ART AHS, 
専ら イオ ォ ン 生 筆 の 大 さ の 開 係 よ の り SiO』z iH (Mg-Fe) の 六 配 位 を 候 
定 し て 理想 構造 を 求め , Te BME CDT HFG aK FEY LDH Oo 
この 構造 は Warren 及 Modell が 衣 交 石 と を の X 線 反射 の 類似 せる こと を 
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INO TC, BMAD TIE OM D 頑 火 輝石 構造 と 一 致 せ 0 り 。 そ の he RAB 
古 銅 殊 右 構造 中 に は < HNIC DATE BS B—O SiO, 鎖 が 存在 する を 以 つ て 所 
WRB PRA ES SI LOULSL & RGR A Hae tC OBL Niggki 
及 Rosenbusch の 軸 の 局 び 方 を 探 用 する の 合理 了 的 な る ぁ る を 知れ り 。 

終り に 了 臨 み 本 稿 を 御 精 謗 下さ れ , HORS OME 9 Ute S mht 
援 に 重ね て 深謝 す 。 


#0 RAY OD BB RR) 1) 


Geo NOK a OBe 


AUR AY es 1S PEA LD J) Eee ELD 5 i KAR DUET 2 A BART BS, 
FAMED BOW OAR HOT, HEB 2% PALS SBD WAZ 
い 。 SES BCE A OWE HEB OL, と に SRE UT 北海 道 樺 大 その 他 
の 砂岩 に 就 い て ETERS 所 が あつ た が だが , 和泉 砂岩 は これ 等 の 砂岩 と 媒 
な り め り , ES ARES SMD EC, Mb EO RETR BAL, He 
FB LAS SPF PERT SbEOTH So 

MO EBORN ES 4 PRL BIC ALR ADA POR IRD OER % WD lowe 
ん と する に あつ た が , 更に HEAT COBRA ORBEA RO 組織 的 分 析 を 行 
ふ に 至 つて , POTHARIS LOCH S a7 7c LY, 構造 的 乃至 堆積 相 前 
Re ee ee 

和泉 砂岩 の 地質 時 代 に 就 い て は , 矢部 教授 | hE OTL ta bi @X SSS OD 
DUE LBC 6 tu, RAIS Tit EB BLO BEDS LU ¢, FP CHEER, 
GR IO trl (2 6 SSH, HA LBAD FRO BER KS EOI 


1) Yabe, H., Sci. Rept, Tohoku Imp. Uni., Sec, Series, Vol. IV., No. 1. 


eo Ra 29117) 


eee ae 


UT, ARICA TZ % Cenomanian-Gault ff] 25 t eas alt る も の ・ ゝ 如く で 
ある 。 そ の 堆積 相 に 就 い て は , 7 ト 川 陣 十 近く は 江原 電工 の 内 竹 堆 柄 訟 に 財 
L, FABRE OBA EZ Ze if と 認め られ た 。 

原田 博士 その 他 を 除き 和泉 砂岩 は 一 般 に 内 淀 に 属し , PE EOD 分 界 線 
VERE AC On ete CMO) BER RRIK THEE L, FEO T © ORME —O 
DBE TS Bhai RT SEO ESM S ATH So Ine BrBpis HL L 
て , COBO AMSA COR GCE SE ea UC Pe RA OU, 東方 
(RSC US ids As TF SE 6 DBURLO VRE AT SEOs 如き も, 概観 
すれ ば 1 つの 宣 斜 訂 を 形成 する も の ゝ 如く で ある 。 WHROKRR ROMS 
Rb RRED PAWNS 6 COT RAR CO THRE DID tt ZC, 
IPE M OPH AAT {EBS es EAD et | (CRESS (BL 2 HL, 1 fader (elt 
する に 至 つ て , HMA EMH, EAS OR GO REELS bO» 如く で 


3)4)5) 
a) Do 


HOD AN < , AUR ADEE hESC RE Ze ACT SRR Eb chk PAPE Ze Be 
EL, BASRA O ASH RE EU, RN fai 9 
b 具 き 吐 代 に 局 す る も の と 読 か れ て 居る 。 然るに SA 
MOMS picid AVERHEM BOS ¢, SON GER a IS 反 調 に 和 尽 砂岩 訂 


pos tts 


APPT Ze JUN 1 BAe ESL S tr, HOT 和泉 砂岩 大 の 時 代 は BBEME be a 
KOSMULS, HNATEMAD Sard O O15 <, DAE DBRS ALR D AO 
4H. BO CIA S FEB Lb SRE Me Oem ILE 6 Ko 

AW EE 2 MT SWS, TOMFOWREO LF, BY HRI US 1A 


if) lie の Te ed pO Vol. 3, No. 1. 
2) DTA), WARMERS, 47, 453 HR 145~154, Jie 14 年 。 
3) 金原 信 泰 , a iy) 

4) PAB PE NSTE MT) Ho 

5) iT ALI, FPS AS 01 fe] OED Fo 
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IL KO THA RCL, 北 洪 に 近 き も の は 寧ろ 標 式 的 な arkose 4 \- Bt 

L, BEES & OIA LAELIA <, 前 者 は 無 化石 に し て 屋 々 糧 
Wet SICH L, RAIA AIH UT EA MADARA OES (, 幾多 注意 を 要 
する 問題 を 包含 する 如き も , FOBMMRERBAY RIL ARO WBE Be 
な けれ ば な ら ぬ 。 

BH OMRISE & UT LORVERWAON, 標 式 的 な る 粉 川町 附近 ( 和 束 
山 懸 ) の 中 津川 より 得 た る 標本 に 開 し , も と より これ に よ ょ つて 全般 を 推し 得 
ざる 可 き も , 然し な が ら 同 様 な る 岩 右 が 和泉 砂岩 帯 の 少く と も FABER 
mM EL, AAMAROAO bY tH 7 砂岩 に も 類似 の 砂岩 の 存在 す 
408K, この 問題 に 多少 の 重要 性 を 岩 軸 する も の と 認め ざる を 得 な い 。 

この 標本 に 闘 す る 上限 9, HVERARD Bld, その 組織 的 分 析 の 結果 は 極め 

て 林 式 的 な る 公海 性 減 論 堆積 相 に 属す る Be aL, HIZO Wey 
研究 の 結果 も よく 選 と 一 致す る の みな ら ず , 更に 組成 的 分 析 の 結果 は , その 
Ses DDE & し て 結 曲 片岩 及 古 生計 中 の 区 岩 に 其 材 料 の 供給 を 仰ぎ た る 
事 貨 を 明示 する も の で ある 。 筆者 の 以下 に 逃 べ ん と する BHD, HAGA 
EGU SHARD aD WE I Bt L, 如何 な る BR ATS AY BP 
BW Cs, BHO TIMMY A LT AZLOLAL SHES, HARA 
SHROK IKE TILA SF OWED, 之 等 の 問題 の 解決 上 , BBR ABW 
奥 へ 得 可 き 一 例 を 提供 せん と する に 留まる も の で て ある 2。 

然し な が ら 本 研究 の 目的 と する 所 は 要する に 本 邦 水 成 の 知識 に 回 し 
RIOR EEA LET AILHOT, LIMO HMO MS SRC tO 副産物 
に 過ぎ な い 。 FRAY EIS S ORRIEHO & drid, FERRULE KOT, WE 
TSO TSbEOTHA, HHUCHEL< HH Bs show yoxr 
色 砂岩 に 於 て は , HC TR O BEE & LH, PA LALIT O wD ECA 
OO OM< ISL, MRD ILS ZERS, HPROMIER OAD 


if 究 is a 223(19) 


Mo COPA, HR bhi CER TA S 現象 し - 属 する 。 iti UC ikke ti 
Wea EARIEAORES PA, APACE BHO WAZ 
を 認め 得 ら れる ACEO ee, EAR SES BIA b Hele 
と は , 75 DIME OT AMD IRS OAR OS, 互 に 排他 的 に & 存 
在 す る も の で , COMAOMAM BRIS, 海水 底 に 於 ける 腹 駄 乃至 結 醒 性 礎 
1) SP 24 VES BNE L, 極め て 興味 ある 問題 を 提供 する も の で ある 。 

本 研究 に 義 し , eV AD Ost SEM aE CBE CBN 6 1 SEL, その 
fae A= BAS ABB GAN GB aU HERS Be Ze LD, fal a I VAR 
IG 78 BATH es OO, 本 稿 を 草 す る に 際 し RRC GB eM Lic & BARS 
iBtURMORPARUYALTSZIEOCHS < 

thie it Textural analysis) 

和泉 砂 旨 は 比較 的 硬化 の 程度 が 高く , Ze YI BE LT, td & t OBE 
居 物 を 磁 壌 する 事 な く 之 と 爵 結 物 と を 分 訂 す る 事 が 出来 な い 。 然 る に 同和 砂 
岩 の 脇 結 物 は , Als T SANS EE U CHIH ORD & OK ST, 臣 酸 上 
PRES LOT SMEG 2 FES DBO UVE SD 6 

適 党 の 大 さ に 破 不 せる 砂岩 を BREE MBPA CD I= WLU, He BS te BiG 
HOPWGEBUCT 21 ROUZRUE OD BST wm VK EN CEES tlk 
ey ani dene meee 
ONY HES SD oth & ZEEE Be 10) ES L SBE EA S Te Zhe 
MEL KOTREH Sirtc SMBH Z HIE & US b AGE SACH Do 
WR DCEO AUSF COME S tats Babe FED HR L, Tyler の 
PEAS & O PBN UC 其 粒度 組成 を 定め , 各 和 粒度 に つき て BAWAE IO 
て 重 確 物 を 分 鹿 し た 。 重 確 物 の 主 な ぁ る も の は , MA, MA, BALA, 電気 右 
RESRUE EC DD, ZAEO) 分 離 は 行 は な い 。 残 り の AHL EEA BES 
つて 石英 CBW S8O), RA eH LAEROMDROSE AH a Flt Ze 
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—FEUCMER TORS MS UTHK ANE EREREWEIA ESSE 
MOOREA KAB—-KOM. CHS. ABMERARES Kl SUH 
一 岡 に 示す 粒度 組成 型 が 得 ら れる 。 

第 一 RK MRD AAR) 


wea Ti | AER AAT SAMO 

| Chlorite | Quartz Feldspar Feavy | Others | 

| above 1.0 mm | 0301" cca | eee ie 0.20 
L0~ 5 | 484 | 218 | 0.19 tr, 2-47 
a= BI | 13.63 | 265 | 024 | 2159 
; a ok eee 255 | 047 | 078 | 3.70 
a 区 088 | Peon 0.10 tee: 

= a0 O86 Ui me ( 0.09 jf” 

Total | 52.49 | 47-51 | 1894 | 342 | 121 | 28.92 


和泉 砂岩 は 以上 の 如く , BOMB BIA te DRIES 47-51% に 上 の 極め て 
HIRE ZINIBT So. CORI SE BRO I. 2% BR t RL 58, 
は 後述 する 如く , MOPED & WBRZ SHIKMMOKMIED (bk #4 4 OD, HK 
部 分 を 占め , 粒 の 間隙 を 充填 せる 眞 の 脇 結 物 は 少量 な る の みな ら ず , 前 者 よ 
0 KRY IC BEY SBS RT LUT, その 全量 第 1 園 の clay size と 見 
位 し と に 如 築 する は MOTHRRS Bo MILAMRMA の 粒度 組成 は , 主 と 
L CHARIS APS ERED ANCE TZ MAS 2H AEF Bo 

RBIS TIERS BI SLR WA DIE BUSTER AW OO LHR G 
SSB L, FA SIEROLD G5 SSMCHAS. CirvsiMWOM< , MRE 
ae ORY et (a ESLER EOF AIIC RE OC, 2 種 の 岩 質 を 有 し , PRIBLERR EEO 
それ に は 長石 の 含量 大 な る も , MID AWAD 0 ThE TOMO HEA 
量 を 増し て 長石 を 減じ , 布 も 其 長 石 は 費 長 石 を 主 と し , WORE DHS 
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PRIA BATHE LALDNCH Ss 

BREA LIN 1/2~1/4 mm OBER DSP Ai AeA L, EDO & dr 
CERF SIE L, BID Zl 1/4~1/10 mm に 最大 を 示す は , HOR 
比較 的 に 著しく , 全 砂 岩 の 重 量 の 121 26 に 相 党 する 事 終 と 共に 注意 を 尻 
S46 

Fi — TLE GD) 5249 26 WIC, その 最 犬 集中 は 1/2~1/4 mm Ofippe 
(AEE L, PEAR O 70 以上 は この 竹 度 に 局 す る を 示し , 更に 1/4~ 
1/10 及び 1.0~1/2mm の それ を 加算 すれ ば , 殆ど 全量 の 94 he れ 等 の 
竹 度 に 属す る 事 が 知ら れる 。 

Hes BE LAS OT ADE MUD ED 結果 は , 砂岩 粒度 組織 が よ く Ub pe ie Be 
| ae を 表示 する 事 を RULE 
初 泉 砂岩 の 粒度 組成 弄 Bo 第 一 表 を 之 等 と 比較 す 
RUS, 殆ど 海 演 砂 の それ (本 
we 7 48 3 HR, LLL EP 1 al B 
O) 1 BHR IES &, 注 砂 と 
し て は 1~1/2mm 粒度 の 
my <, MC 1/4~1/10 
MM AC2OAT, Z KY 
SIKRO KAS BBD HEE HH 
Ko ths Ftvk O DHE 


Pereentage 


Size of grains 


Hitherto ks iaAo ML. CEO CHS % fii i, 
pete CL Dee: ee LSMOM ¢ HIELO AH 
pea ae 6 39 a0 ay pi clay size (2 HH DS} - 
ees a4 7-----clay size 2e TWEE LIES Bo BS AUR 
ay eet WP TEBE ALR IY 25 BD AiG 
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PERU KD Be AR L, EOMKO BRTEBES EOCTHSs JF 高 
HEGEL 1K OWE LAOK 本 邦 各 地 の 沿岸 及び 測 薄 堆積 物 の 内 , その 敷 
種 の 砂岩 の 粒度 組成 に 絶 いて は 筑 者 の 報告 が ある が (本 誌 第 7 B 3G), 第 
— ROK Pe LE LBC LT b, PAE, 高石 浦 等 の 比較 的 閉 海 の それ と も 
異な る は 勿論 瀬戸 内 海 字 野 港 沖合 の 10 書 の 海 許 砂 の それ も , MOMS EE 
な る 漁 汰 作用 の 結果 を 示し て 居 な い 。 

所 の 如く , 線 泥 石 質 和 泉 砂 岩 は 兆 別 作用 完全 に 近く , A BORDA AES < 
Z OWEMROBR & ORS, 公海 性 江 海 堆積 に 局 す る 事 が 知ら れる 。 
AWIVIER ST A Sik 47.51 2% CHES AHEAD CHADD, ZS AAD MM ¢ 
寧 な る 脇 結 物 に あら ざる を 示す を 以 て , HES SREB Ss 大 過 な き 
も の で ある 。 上 千 こ の 確 物 に 就 い て は 以下 に 詳 漁 する 。 

& k F 

MBE ARM HOI E 5 PHS SHIRTS Sin <, BAB 
の 産 欺 を 示し 必 し も 同一 種 に 局 せ ざ ぎる 可 き も , TOAMP ABE EAR 
か 示し, HC AIS BREINER 2 BS BLOCH So 其 多 色 性 は , BEL 
HD & 0 OBE O MOM: B & OF PRU IE—BE 9 ¢, HOE BE 
KBTStO ML. MARS RRMALKG SS 8,266 & と 推 思 せ 
BS» SD 16227 と 思 は る ヽ ゝ も の 1.627 MBL, BAHL 0.005 前 後 
乃至 石英 の それ に 近い 。 比重 は 2-97 (HEL, Hid ee BD Ad, B 
下 に 於 て は 淡 線 色 を 時 し , 容 隙 た 充填 せる も の を 除け ば , 多少 の 菊 雑 物 に ょ 
DUGRS UTES, ULOWELO ME, Michel-Levy, Lacroix の 
delessite (AVES Bo 

AERAGE  < Difedd H(S AE Dh (= ERI ES 20 C BUKERAEW L, RHI O 
MOD DA ei CRA BAS HS, RELL CNS 1S Ze BBL, アル 


1) Michel Levy, A., Te A., Minéraux des Roches, 


研 aa Bote BL 227(23) 


PAGE & nes HEMET BOTH So 
砂岩 を 粉 細 し , BME KO CURIE EH 2 SHES Lb, 出來 得る 限り 不純 
物 を 除去 せる 資料 の 化 旭 成 分 は 第 2 表 エ に 示す 通り で ある 。 


” Paras — 
B = 表 
wt.% mol, ratio 
| I tie et J II I 
SiO, . piles) 31-07 “99 45 
ae RK 3 x 1.29) 
TIO, Toe ean ee } 4x 1.32 4x129) 4x 122 
AloOg | 15-71 | 15-47 | 18-25 | 3 
| as “1-02 9g 3 、 15 
Fe2053 9.07 1174 S17 } BeOS aie LO neem 
eo 21-12 4-07 | 10-12 
CaO 0:53 0.46 | 0.45 | 4x1-38) 4x1:35' 51-19 
MgO 9:97 | 19.14 | 15-32 (| 
MnO OO Sie ecccecc an |) aereer | 
Ks20 (USR ER All caader | 
INas0 (OS ME Ne \ 5X1 26) OX1-28, 6x1.16 
pees 11-8 1155 12:57 J 
| a = | — | |S 
‘Total LOD2S el 99'SON E985 fie srs | sieee a nee 


(1) Chlorite, Izumi sandstone, T. Yagi 


SiO, Fe 903 : 
= RO 256 a 006 
FeO 
f—— 150 …1.17 
CII) Delessite, la Gréne prés Mulin (Vosges), A. Delesse 
RT 1.98 OC 0-72 
eels 
QUI) Delessite, Planity prés Zwickau (Sax), A. Delesse 
SS 2.13 a 0-28 
ff. 0-54 


LD BBM 2ET ald 4SiO,, 2 (AL Fe)s Os, 4 (MgFe)0,5H20 & 
te, Orcl の 表示 せる delessite MILAM L, MUO KBE MKOWB k 
め の 結果 と 一 致す Bo MHL Orcel NPFAILHSU S delessite Il AUT と 本 
RHO Sarl PBS RUE, ZYO WH LO AE SEB FEF] Sb, 同氏 の 


99 


delessite O# BA FUROR s=166~2.33 a=02 っ 1 f=0 は >1.5 


BA ea aa 


CLC MRD HONIEO a 8 F182 BBL MU «ERTIES 
HLM DIOR Ko BI Orcel の 分 類 に 従 ひ ば , ARDEOMIEH 
は Prochlorites alumino-ferriques 属 の delessits に 相 密 する も の で ある 。 
= ORI VE AICO WN < PRIC KOT DHE CBIR EL, LY b+ 
ARAMAIC EL Lv bY) TERME BTS, [RRS So PEKICIRIER LORE 
に 近接 の 部 分 の 白土 に も 認め られ , 叉 高橋 教授 が FORK Ic BEL S tuts S 
pseudophyte clay る 同様 な る 性 駄 を 果す る 。 こ の 性 短 は 和泉 砂岩 の 風化 物 
が 一 般 に PR PEA BE 2 70 BACH UT, HEA eA LED EO LBA 
を 参 慮 する 場合 に 閑 却 す 可 ら ざ る 問題 た る と 同時 に , 他方 に 於 て RRA 
OR MORVER D, 2 OVE AK iR ¢ EE LEC, 最近 諸家 の 注目 を 惹 くに 
te ERD Oak (aS Bt BSR 7s GA eH A, CAGE) 


; 研究 5 短 HR HK 


エチ ヂ プ アプト 産 概 棋 石 の 化 界 成分 
m4 稔 見 志津 夫 


ASPIBE BUS, 宮津 教授 が 最近 の 外遊 中 に 此 集 され た 確 物 の 一 で あつ て , A 
下 同 教授 の 下 に て 種々 の 研究 が 行 は れ て ゐる が , 筆者 は SOL BY pe 
者 し た の で ある ぁ る 。 FE OM RICO S ABR OR-D 2 79 CHAAR ee 
よう と 思ふ 。 : 

ADS BAR ICIS & SED BRR OHH Ch SD, POR 
の 不純 物 が 含ま れ て ゐる 。 WASP ATR 278 SD (CE USELESS ES Da 

ぎの 不純 物 を 除去 し た の で ある 


Orecd, MAT Bull. Soc Franc. Min., 50. 364 374, 1997, 


Bin PRY 
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RAR ATRL H 10% の 人 硫酸, 硝酸 或 は 忠 酸 を 以 て 者 沸 す れ ば , BE 
KOE FE LC SCANS PE S 40S. WAS Z 2 HBB (SRB 2e DIC AP HR 
し , PRBEA DO Asap: SB Fe” 及び Mg は 勿論 , Wea IG KL UC alt KE 
と し て 含ま れ て ゐる と 思 は れる 諸 元 素 の 有無 を 試験 し た 。 そ の 結果 に ょ よれ 
ば , Fe” 及び Mg の 反 應 は 去 ふ まで も な さく 極め て 明 座 で あつ て , 他 に Mn は 
菱 微 な が ら 存 在 し た けれ ども , Ti 及び Ca ORME 明か で な く , Ni は 
Dimethylglyoxime を 以 て し て る も 検出 する 事 が 出来 な か つた 。 この 邊 期待 

に 反し て Fe" 及 Al ORM DAM BW DIB 6 trtzo 


第 = 表 
1 2 3 

SiO2 40.04 40. 08 40.19 
TiO, none none none 
Al,O3 0-69 0-68 | 0-67 
Fe,03 33 2 | 10.88 
FeO 7.69 7-69 \ (as Feg03) 
MnO 0.08 0-08 0-07 
MgO 48.88 49.03 48.90 
CaO 0-06 0.02 0.04 
H,OFr 0-21 0-14 0-14 
11,0 - 0-22 O27 FN Meee 

Total 100-20 100.34 100-02 


Ee aT 上 記 の 定性 分 析 の # FF RS 
FeO,Mn0O, MgO 及び CaO の 定量 を 試み 第 一 表 
第 一 表 に 於 て (1) 及び (2) (SESH OR ABATE ISO S OU S BART wv 


LHS, SiO2, TiO», Al,Os3, Ke, Os, 
に 示す が 如き 結果 を 得 


y pean ko, (3) は 忠 上 酸 に て 分 解 し て 定量 し た も の で て ある 。 Cl) mis 
(2) & (3) と を 比較 する に 殆 ん ど 何 等 の 差異 な く 本 確 物 が 忠 酸 に て 完全 に 
分 解 さ る ゝ 事 を 示し て ゐる 。 


赴 量 分 折 の 結果 に 製 す る 考察 TOT b EMBER ICRC ACS, SOW 


_ 23026) a 石 a 物 wi KB 


が ある 。 そ の 内 J- Couyat OWE IC は ェ ジ フト の St. Johann BHO 2% 
の に 就 て 分 株 し た 結果 が 出 げ られ て ゐる 。 こ の St. Johann BEORMEA 
Ik DAKE He BBCODE LIMO LTD Bb, 第 二 表 は 


第 = 表 
Weight % Mol. Ratio 
| a b re a b | c 
SiO» 40-06 413 38-82 | 0.6677 | 0-688 | 0.6470 
Al,O3] 0-69 0-0 0-20 | 00068 | --+ 0.0020 
Fe,O3| 23 at 1-65 | 00146 | ------ 0-0103 | 
| FeO 7-69 9.0 14-93 | 0-1068 | 0-125 | 0-2074 | 
MnO 0-08 |0.8C+NiO) 0-23 | 0.0011 | 0.011 | 0.003 
MgO 48-96 48-9 42-51 | 12240 | 1-222 | 1.0627 
| CaO GOW corse 0-40 | 0-0007 | +--+ 0.0071 
H,OF 0.17 0.15 0-90 | 0.0139 | 0.0083 | 0-0500 
H,O- 026 Nein Reels shay Wi Oe a eee 
| Total | 100.28 100-15 99-64 aides ait ae er hs 


HERO これ 等 の 分 析 結 果 を 示し た も の で あつ て , (a) は 第 一 表 に 於 ける 
CQ) &Y (2) cee 均 値 を 表 は し ,(b) は Couyat 氏 の 結果 を ,c) (SHAE 
OR MBGED PH SRC SEB EME OLS PRT EOTHSo 
ABA BET Couyat ERO OD MOM 2 IRS SB, AIS BIC 
昔 土 に 於 て 一 致す る の み に て , fA § MRAP TE FS ABLE FERRIC HS 
て は 約 15 26 の 差 が 見 られ る 。 叉 筆者 の 分 株 し た 磯 物 に は 相 褒 量 の 覇 土 及 
び 第 二酸化 外 が 在 存 する に 拘 は ら ず , Couyat 氏 の 確 物 に は これ が 見 られ 
HWOo Mt HAD (Fe,03 + FeO + MnO) i (SABC THER UTH Bo 
BASED BS HE OBE AY 0.3g. ORENCRE TAA DILL, 約 億 量 の 
0.5 8 以上 の 試料 を 使用 し て 第 一 酸化 鐵 の 定量 を 更に 繰り 返 へ せる に , その 
mE T 161 及び 7-73 BY 7.67 (2 CHALOM と よさ く 一致 を 見 た の で ある 。 


) J. Couyat, Z. f. X, 48, 317, 1911. 
x L. Michel, Z. f. X, 45, 203, 1908. 


3) 瀬戸 園 勝 , AURORA 1, 23, 昭和 4 年 。 


i ae, eR OK 23127) 


瀬戸 助教 授 は BEDE Ey ENE ILIA TAO DAL KE EC IE te 
い が 向 は 相 党 に 含ま れ て ゐる ELKO 第 二酸化 鐵 を 除外 し て , SOL BK 
St el CEA D EM Fic MgeSiOg 及び (Fe, Mn),SiO4 の 分 子 
百分比 を 夫々 83:33 及び 16.67 7 oO £ ¥X, 5 Mg2SiO』 (Fe, Mn) Si O4 な 
SAK 2R~ TOS. 

CRIBOTE LS 7 b EMER & EOS TBE eR LCE 

に , FEROS LT BRIT HS Tk 

Mg SiO: (Fe, Mn) ,SiO4 = 91.89 : 8.11 

と な る 。Couyat COMMER IWS 4 In PIES. 89.98 : 10.02 Lz o, RH 
OA BUR) 2 の 差 を 來 す の で ある 。 

LKR OILED 1 FD 25 FORME RSS» LDL, Ba 
酸化 鐵 の 一 分 子 が 2 分 子 の GE—ABICHIS 克 敵 する も の と し た な ら ば , bal 
の 分 子 百分比 は , 筆者 の 場合 に 於 て は 

Mg2SiO,,: (Fe, Mn) .Si04 =89.92 : 10.08 
と な め , Couyat 氏 の 場合 と 一 致 見 る の で ある 。 
i UC EE AAR 7 201K L, 第 二酸化 鐵 が 2 分 子 の 第 一 酸化 践 に RS 


第 = 表 
= = Mol. 9% eS 
a b | c 
2Mg0. SiO, 9189 | so92 | 89.98 | 83-93 | 8213 | 
2CFeO-MnO )-SiO., 8-11 | | 10.02 | 16-67 wee | 
0 C03 ‘ 
ResOs: : Al. 203 fn ee i COCA or Ckussns 


ZPCBRD | BUS ADE OV BLY PEPE DV DN 7D THE D Camir7F GANS 
で あつ て , Couyat ERURKOMRDD > AREOPIC-RKTS LGA 
1) 瀬戸 [SUF 前 出 @} 


252.28) BHR Hh kB 


HS CTE CS HE ORE BHC BIC RIBS rc RRP 
LB WBILERL UTE UL TOK 4 ODD REIL Lic & OD 8 Mtr 
TEU CAVME ODES BY UC Ie 10 2 EBS DESL FARE BST ASR 
の 研究 の 結果 を BRS SYS SRIF L BLDG, RALAD 
OLB OI RILG S56 SG» LEDAMNS TIS 6 

BARS ELMO 3 HHMOMEAO Lk Fa TKeRT bEOTHS. 

SPE LR) A RDB HE 2B AAR Ze Wo (LO PTE ABR CUR EO GTS Ze BAS 
Bo 


a We EO 
BBR OD Hic RET 


mt Ue BE AY RK Bp 


i 言 

UHH (veins, Lrzgange) |S, FRA ILE BUK (Ore deposits, Erzlager- 
stitten) 中 が 最も 代表 的 の も の に し て , BIT &, Ze HORT BBL と 
いふ 言葉 は , 往々 に し て 確 床 全 和 骨 に 通用 せら る 。 FEOT, DMRS & Hid T 
種々 の 庫 別 あめ , WAM YG Bo Bib, その 形態 に よ つ て 分 類する 
も の, MORAINE LOCH B&O, % OM OEP AL BNY HE Ae Hed L 
て 分 類する も の 等 , その 目的 に 應 じ て 分 類 系 統 の 菩 別 あり , それ ぞ れ 一 長 一 
PU RAT, CSCW TROD Hh BOT, 筆者 の 私 見 を 加 へ むと す 。 

ACRE aE (Ih ADEA IX k SD 

JERE (= WEEN BAAR IC ALC ORR eb つこ と は , PEALE PRO E © OE 

く , BEIS 1859 年 , B. v, Cotta 氏 は 全 磯 床 を 分 つて 


a im = 雑録 933.29) 


I. GExDRDK:. Regelmassige Erzlagerstitten 


Cb) Bi 脈 …… Giinge 

Il. 不正 規 確 床 …… Unregelméassige Erzlagesstitten 
(a) AURORE: Stécke 
(Db) PRYDE RE Impregnationszonen 


と な し , 更に その うぅ OPK OT, 
Ca) jm SS ORM Gewohnliche Giinge 
叉 は BERTI Querginge 
Cb) YR RRNIR------ Lagergiinge 
(Cc) ERS WRAIR------ Contactginge 
(Cd) wy XxDEWK-.---- Lentikularginge 
O) 4 FEE ML, この 分 類 に 類似 の も の は , 1896 年 H. Louis RIC kKOTK 
版 せら れ た る Phillips LOI & HG do, MLL AUR 
ie Symphytic deposits $e & fap RAE DER a PRE 
a) Clastic deposits (&)RRPEWEK 
b) Precipitation from aqueaus solution 沈 温 確 床 
c) Deposits from solution subsequently metamorphosed sVET PRUE AE 
d) Dissemination through sedimentary beds J jk pi Qew DE 
II. Epactsic deposits BE J Y PRIVTIC IR sk 2 WIRD» BRIO DK 
Veins Hele 
a) Fissurve veins 3g parle 
b) Bedded veins ety apyir 
c) Contact veins Pema WEI 
d) Gush veins Su qe ge |e 
Masses WetH, 
a) Stockworks 444hH8 Ik 
b) Massive deposits in limestore 47)K 4! } © Wd, 
c) Massive deposits connected with igneous rocks et ABH A 2 WRT, 
d) Dissemination iu igneous rocks JM A) O Wee DRE 


re 


bo 


1) J. A. Phillips, H. Louis. A treaties on Ore Deposits. II. Ed. London, 
1896 p. 246. 


234030) a A TK My Hh KK 


と 分 ち , Lenticular vein RHE LHF, Hc Gush vein を 分 て る 外 は 
v, Cotta OKPM<XHT 9 
HES ERED A ze BBL 4 (5, 1969 年 Grimm の 試み た る 万 に し て , 休 
DEH KO MOKA YO 。 
1. Sté6cke u. Stockwerke #B4R DR 
2. Plattenformige Masse AgikwEfK 
然 れ ども , FARIS S > GRAD BAIL, 更に 一 居 様 々 に し て , Ze BRD 
みよ うり 分 て は , 


= 


— 


FRI) JE READS 
(225k ARK i) 


I SPM Single veins. 
<a) AYR Tabular veins 7% yt EH DEWR Regular veins. 
(b) PEI YR Chambered veins, 
(©) vy KUkMEME Lenticular veins, 
IL @i HER Composite veins or lodes. 
(a) srAKMRR Sheeted zones. 
Cb) AEB HENE Shear zones. 


等 と 成す べく , SKS LOMA OATE 
A. Ske Concordant veins, 


評 論 及 雑 線 235C31) 


(a) jana Wie Bedded veins. 
(az) AAEM RORIIR Flat. (a) (i RHERBEIR Pitch. 
Cb) sek Saddle veins. 
CC) AE BCRORIIK Trough vein. 
B. JER’ SHREW Discordant veins. 
(a) SL Si2gepeyme Simple fissure veins. 
(a1) SLgegRAIR Gash veins. 
Cb) Bre PES! ORK Fault-fissure veins, 
CC) #RE\HENK Blanket veins. 
C406 EA 7s OURMRIS, S PEA AUER OCB OL, v. Cotta FEL eE le 2 
EPIL T, 
CL) BFF RUREE Gangzug. (2) AHYRORIRRE Netzging. 
と に 分 て る が , この 外 種 々 の 配列 法 あ り , Z¥%eKROM ¢ TP BEEN Lo 
Ca) Pep Me HE Parallel vein system. 
(a1) ERYRDRMRRE Ladder veins. 
Cb) Retr oRWR FE Echeron vein system. 
(c) ASE ORWREE Linked vein system. 
(d) bi REIRRE Conjugate vein system. 
Ce) HS eyk weet Horse-tail vein system, 
Cf) sAuKBRWRRE Fun-shaped vein system. 
(2) BOSEWRAF Radial vein system. 
(h) 不 規 則 斑 脈 税 Irregular vein system. 
LD 9 bE DRRAE AZ UGA AF LEBEL CREE S 2S Be 
合 確 須 (scheeted zone) と な り め , JEHCDMUIRAED RABE BEES 2UL, WRB 
WER (fractured zone) (jE L, 不 規 則 確 脈 群 が 維 密 に 分 布 す れ ば 網状 
WERE CStockwork) に 移 化 すべ し 。 
RMARDI FSD 
BEE SLAY TALC BRR 22 PO Sk AN LAE © BAIA O, HO WUE & 
る 分 類 の 如く , Mim LULBLE ORM D6 SHSEH, WA CUM Stu 


936C32) AR th hk B 


es 1) R 
wee Beysc lag, Krusch, Vogt 三 氏 の 如き は , BW Ze 
I. Magmatische Ausscheidungen. 3448 xh TDK 
TI. Kontaktlagerstitten #1 ami JK 


III. Ginge, unregelmissige Hohlraumausfiillungen u. hydrometasomatische 


Lagerstiitten, Wile, AUT) BR Aa SDA UF ROK AS (BRR 
IV, Erzlager Pi @ 


に 四 大 別 し , その ぅ BWR POA EBRUTIMI OA BUT L, fals 
MDNR EWM F OMAOMRIIS KOTH TSS FO HHH KAM 
OW ¢ Bok SHH & 2 一 括 し た れ ど も , CeMAT DEORE ae 
し め た る こと 次 の 如 し 。 他 し 交代 磯 床 を ば , Cs CIS TRIS 括弧 の 内 Cid 


た 0。 
1. SAV BRIEF 12. SOUR RE 
2. EPR ATi IRE C18. Ze 1 CREST AC TE) 
3. IX SBR RIE 14. fas METI TE 
4. FUE MUA C15. 38 (CEI MERE AR TED 
9. Pe DRI EE 16. SA PRICE 
C6. BC PEC BRAD CAT. B10 ME Sd RED 
7. PYMOTSR GS 1s SF YI AE 18. sey HD Ie Tots BL NR IE 
8. FF DPE C19. 28 (OPE SE BRR AR RED 
C9. BET CPE SRE Ht PA DBA TD 20. = ッ ケ ヶ ケル, ANN b- ADC 
10. Yu Fe y PRE 21. HE= » 7 1 PENRRE 


(11. ア ンチ モン 次 代 確 床 冬 ) 

之 に 類 し て 少し く 成 因 的 参 察 を 加 へ た も の は , Bergeat の 改 補 に か ゝ る 
Stelzner 氏 の 分 類 で あつ で て, HANI & ACA BRE & 22 ad, DENIS DU CRO SP 
FA MATE Oo 


1) F. Beyschlag, P. Krush, J. 11. L. Vogt, Lagerstitten d. nutzb. Mineralien 
u. Gesteine, Stuttgart, 1914, S. 256~257. - 

2) A. W. Stelzner. A. Bergeat ; Erzlagerstitten, Leipzig. 1905~1906, S. 
566~1006. 


5 論 及 HM OR 937(33) 


I. Hydatogene Gange 7k )KMEAIK 


A. PRAETES =E LT STRIK 
1. SER iis MEE AR 


2. f= vy > LBA 
B. BeBe EL L, BRE & ESE 
SSORIR: A. SARI, B. Farnepye で 
SAORI A. FASTER, B. RAVE SRDRIR C. 重 品 石 銀 確 脈 
D. $1,257}, WIR E. SRO 
Fy HH HH IR 
. SABER 
A. Ait, evry tk hth, Ty Fe Y ESAT 
CL) SeSaTR & EL HS SATII 
(2) AE HATK ~ IK 
(b) AR—GRA, Hiih A WLS eS 
CC) BERT STi AK 
(2) Bisnamiye (Fahrerzgange) 
(3) Bibs mye CEnargitgange ) 
B. AURA RAI CRU RRR 
7 = ッ ケ ヶ ケル, コペル ト て (及び 蒼 鉛 ) DEIR 
A. =YF7R,AND b ABBE 
Bo = コペル ト C= 97%) SRGRIR 
C. Ze wait A= 7 or, ar b BRK 


8. ASA THK 9 FYF EY BIR 
10. ALDRIK 11-  JKShOR BK 
II. Pneumatolytisch-hydatogene Ginge 2h gUME7k RODE 
12. Sy NIK 13. ERA SADR IR 
14. ESAT eR IIR 15. F 2 v PRK 
III, Injektions- oder nichtmetasomatische Kontaktlagerstatten BLA skit 非 変 
PE HEARD 


16. fLABETLIRH CInjektierte Kies-, Blende-, u. Bleiglanzmassen) 
例 Bodenmais, Falum 4 


PERIL AAT & MMBTLAMP ANS, その FFE Sp WAM aa 7k BS 一 節 に 


938C34) BAR DB KS 


HST, KGS Beyschlag, Krush, Vogt 三 氏 に 近く , KODRMICGEO Tale 
546 
CL) SBN Bh. ey A AF y BERR OOK RIK 
C2) SWE HR Si BSN RFE SA SR aK 2 ER Boe Pe SR 
Hy te Ste SADR YR — DB Ha STOR MR J RTE A STB IR 
3) SSumewt CAD SPACE & PR te 3 SDR 
CB) iy & WW ELBE IC > SSRN OH fee Sh RD 
CL) SESS RUMEN TEI Fit, SDI BIR 
6) YF £= —PEK 
(6) =7 FARA PPRIR ft, PSNI 
CA) BEBO HEH © BRR 
Ca) = 9 7 PRR 
(7) 7x SLORIR 
(8) GRR UO ins METRO 
(9) JE BBE & BRI 
Cht}) FFU .WRE See RIR 


REE ICHSSe 

DEI HG UC eC BEE Jt EER <¢ , DIRE BO MBANIC IAT, BH と 
な る も の は , その 成 生 條 件 に 由 る 分 類 な り 。 何 と な れ ば , 類似 の 條 件 の 下 に 
BE Lit S WIR(S, 種々 の 共通 な る 特質 を 有 し , F OBLS FILS 4 AIO 
FBI K OT, ARIES CARMOMIRIK ES SHEE & 可能 な らし むせ 
Ue 

= DOP WURAABIBET RAT 2 Ud, HL A. v. Groddeck な る ペ 
き も, MIRICM CHC ZLMA Te Bld, Posepny UT, RIKER AO 3 
FEI EBV O 。 


(a) OX BUR 2 BUR 
Cb) ABA REA HT OBR 


1) A. v. Groddeck, Lehre v. d. Lagerstatten d. Erge, Leipzig, 1879. 
2) F. Posepny, The Genesis of Ore Deposits. Trans. Am. Inst. Min. Eng. 1893. 


- wm 及 Mo ~  289(38) 


CO) RAAB © BER 
BRILE &, IO Bah ie る は , FILA OK 
者 , 特に Lindgren 氏 に UT, BBs 22 JE SUA IEP OS FEI IS BATIK KO 


I. 機械 的 集中 (mechanical process of concentration’) (c Fy 3 DR 
TI. 484) G21 (chemical process of concentration) jc FH 3 ORK 
A. 322k (bodies of surface waters) 中 に 集中 せる も の 
B. 岩石 体 (bodies of rocks) 中 に 集中 せる も の 
C. EPIC DARE IC HO CRIES oO 
に 分 も, 更に ILB BROOM ¢ MIL, CHRERE DMA OMAR 


を 推定 せり の 。 
1. 岩石 内 部 に 含ま れ た る 物質 の 集中 に 由 る も の 。 
a. WM HORA O BLICHS%O>, O~100°C. TTR 
b. WEAR OPER PEEZIC IHS % D- O~100°C, TERE 
c. 動力 及び - AeBACHS BO, 400°C Fie, FE 
2 岩石 以外 ょ り 加 は れる 物質 の 集中 に 由 る も の 。 
a. 火成岩 の 噴出 と 成因 的 開 係 無き ゃ の 。 
KKK SWF HICH SED, 0~100?C, TERE 
b. ARMBOGH & RAVWERA SD, 
(a) 成因 不明 な る る も 岩 柴 放散 物 を 含む 上 昇 水 た に 由 る も ゃ の 。 


L. Sh FPR OTIC PRBS 3% D_ 500~200°C, 低 琶 …… 漢 熱 水 
PEG ARCepithermal deposits) 
2. HWE ROVE S ICPRWE Pt SO, 200~300°C, FAM Bk 


VED eC Mesothermal deposits) 
3. SUF ZR, Beit SIRO F CYP et SBD 1300~500°C, Hers 
++ PRI MEME LE Chypothermal deposits) 
Cb) EEO BEBO IK HS % Do 
1. REAP K 0 OBGMIC IS % O 500~800°C AARNE ---- ERR 
(Contact metamorphic) (i Je 3s {E( pyrometasomatic) Hi He 
2. VEAL VOAIK HS sO. 100~600°C. THE 


Be iceren OyC i, MRO Cs a 


Tepes, oe Mineral Deposits, New York. 1913, 1928, 


240036 ) AB RK ® 


中 の 方 法 , その 場所 , PIRES GR, PPR AR RES CB, FFAS BBB Ble 
拘ら す , 確 床 中 の 最も 大 な る 部 分 を 占 む る “B. AARP ES BOC 
BEC, TID MIC, AD Wa ¢ BSE SIS TSO, MOB 
OWK 7% OD, RISBROBA PI, AMID MRIY LOE O, MoD 
BURT OO”, また は 全く 岩石 の 一 部 を 交代 し , PIT ESS MEE O 
や に 義 し て , 分 類 上 の 司 別 を 多く 設け ざり し は , OWES S olK% sae 
So 何と な れ ば それ ら は Lindgren 氏 の 言 へ る が 如く , BIE O BSYaH 
6 LMES, その 成 生 の 過程 に 於 て 多少 大 な る ぁ る 選 別 あめ , 決し て 守 に 形態 上 の 
差別 の み に 非 ぐる を 以 て な め 。 作 は むしろ 前 記 の Lindgren KOs AHR 
FELL, Cs eit SERORU eR LL, 少な く と も 二 元 的 分 類 標 准 
を 必要 と 信ずる も , これ また 必ず し る も 全般 に 理 つ て 適用 する こと は 能 は ざ 
る べし 。 

今 候 に Lindgren FEOEAE% SL <¢ KH T, —MOWMK 2 THAT HULK 
の 如 Lo 


TL. 普通 の 地下 水 に よ ょ る 冷水 奏 脈 
a. 岩石 の 風化 に 件 な ふも の 
b. 地下 水 の 和 窒 己 に ょ る も の 
1. 大 源 を 周 園 の 岩石 に 仰ぐ も の 
2. 其 源 を 周 園 の 岩石 以外 に 仰ぐ も の 
TL. aeye b AoKIC & S MoKMEMR CHydrothermal veins) 
c. thot ¢ IC AEAe SEBO PMEDER CEpithermal veins) 
d. Hh E POPES IC A ZA PEDAR CMesothermal veins) 
e. Hb PARA IC AE 3 ZEB MDE CHypothermal veins) 


SE THED BIS AOTE Re BRO FEI WEB TS 


yb 


cs 941037) 


ia 
BBR LB 


2397, BRHES YT) BOKBAROME 
BASE Ui Hues 

TERBSW ORY TY ROW ha RU 
TPA EE & PEM 3 fH, JED 2—= 404.66 
~708.20 pk ORRICK C, « 0, y BT 
yx ee YCUWW Ys 波長 と MPAs 


2 a B Y Y-& 


296-73 1-6752 1-9777 1.6815 0-00632 
404-66 1-6457)1-6484 1.6615, 0.00587, 


589-3 1-6303 1-6333)1- oe 0.00576, 
|708-20 1-6267 1.6296 1-63 24 0.00573, 
| 


Osh & Bla し , 更に 1—296.73-~366.33 
Ep DBE MIC Be AC HI ZE GRED).D H4 HE 
を 得 , ZEPBAND PF aI KOT I 
れる y-% に 比較 し ,; RIC = 404.66 以上 
に 就 て 2V=93°3.5’ (404.66 pe), 88°5.8 
(690.75pp) を 得 , 2488 pk を 界 に 正 品 
LY AMKEMET 2 est~, 最後 に H. 
Okuno 氏 の 新 分 析 と し て SiOy 48.04, 
BO 27.80, CaO 21.97, MgO 3.76, 
Fey O3+Al2031.00 Ig. L. 0.60 合計 
100.17 (Z. X. 79, 349~366, 1931.) 
Cp 85) 
2398, Pipe BIA 

ASS D FEAR TER IC ES S PIL CEE 
CHEVY VE RS CRM APE A 
KA, COEERKRRMICH CC, Hh 


Radi 4 & LAR L HS TRALEE @ Hil) & BE 
ひ , AIK RU GTR & IRIC, AE © AHR 
を 見 ¢ (COOL), « 015, m 110) の 三面 
CHE tte BAY BIR L, 比重 2.55, St 
IC SHEL, Fe th 4 be BIC し て , BSR 
HAs 1.522, Z/A ME 12~19? な り Y 。 
(Bull. Geol. Soc. China, 10, 337~8,1931) 
C 渡 邊 高 
2399, " 桃 沖 鐵 山 産 バビ ング トン 硫 
YT b YTD PDR IK BED S Bil 
VS fis ES GR APR IK HALE Ys 他 に AE 
% OBR I Lo MRS IC PERN REDE 
に 於 て は , BEARS a RROD PRE IC YY 
5 OLZEAIREG LOMIC PRO HAO 
HERD IEG EU KS ILE 3m OPI, 
KES UV, Neva by Bit 認め ら 
bc その 比重 3.40, BF ICS HMB SL 
(, X=] YA 2—Fooy IE BIE 
mic UC 2 V=70°,” peer it_b# 90° cas 
% BEBASZA IC LT, a 一 1.7273, 83=1.7309, 
y= te V , (Bull. Geol, Soc, China, 
10, 339~340, LOSL) Ce Bas 
2400, 西部 テキ 分 ス の Permian ARK 
BAOwAs Adams, J. E. 

西部 テキ サス の Permian の 水 成 岩 選 
に て は 海 成 の 石灰 岩 , 自 雲 岩 
DINER ERIC HARI COR BRS 
KMD HMO ARG & URES ROS 
如く に し て , そ の 中 に BAO 種々 の 形 
IOCLOeR AL, CORB TERA 
(LHYRO % , phenocryst, 
WIRD & D Roel FHM (t fossil 
replacement 等 より な る 。 BIKDOd oD, 
及び 大 部 分 


Petes, 


#4 J evaporite 


BEC 


phenocryst の aggregates は 


242(38) 抄 


oy 


初生 的 の も の な る ご べく, MAS も の 及び 
fossil replacement の も の は 二 炊 的 の も 
の な る さ ベ べし asC(Journ, Geol. 40, 30~45. 
1932.)( 渡 邊 新 
2401, ii Ardealite CaHPO4: 
CaSO4+4H:O Schadler, J. 

ルー Spe + Siebenburgen の Cioclovina 
の 洞窟 中 の Phosphate Epo —#k, 乾 爆 
LCHRMEE 2S 2 ERIC A BPI BD 
を 生成 し , 分 析 の 結果 Brushite (CaHPO, 
+2H.O) 又は Gips(Ca SO4+2 H20) 
XY RAS ERMA Y 9 NIE MBIA 
lL DATO 結果 CaHPO, -CaSO4+ 
4H20 な る と と を 知れ り 。 その 比重 は 
p=2.300 な り 。 光 加 的 研究 も , BRET 
に 於 ける 研究 も 不可 能 な り し 寺 め 。 X 線 
AY BEC LAY, BS AMPH, Brushite, 
Gips, Brushite 及 Cips の 混合 物 の 粉末 
X RG & LE LC, BBE CaHPO 4: 
CaSO4+4H20 SMe Bme ot 
知れ り 産 地 の 地 名 Ardeal に ちな みて 
Ardealite 2 4 4% Y (CCentb.. 40~41. 
1932) Cate) 
2402, パー サイ ト の 成因 Alling, H, L. 

Perthitic _intergrowth に は 種々 の 成因 
が 可能 に し て , 唯一 っ つの 設 明 BY HAC 
DERE LIES > aifthio exsolution を 
生じ 得 べ き magmatic condition の も と 
に パー サイ ト 構 造 を 生ずる 場合 も あり , 
Nic deuteric solution た に た よる る もの, 
pneumatolytic agents に よる も の , hyd- 
rothermal mineralization に よる も の も あ 
0, fe Xvein condition に 於 て 冷水 た にょ っ 
TEFEN FA bLBEVESL, bE 


諸 種 の ペー サイ ト の PE KAS & am U, 
BICN 4 bOBMLE LEO LO 
GA alc EBA & = Makinen 及び Andersen 
の 用語 を 探れ る ペー サイ ト の 人 分類 法 を 提 
ZF (Am. Min. 17, 43~65. 1932.) 
C2) 

2403, RBALORA AM2234~ 
35 2B 

2903, PIbss4 bA—WAN— FUE 
oy PRR GREAT BIR 
Chudoba, H. 

Albit-Karlsbad 法則 に 従 ふ 
zwilling & (S¥EQN2s & W.-C BW L. BEA 
の An % 決定 に 利用 する 方 法 を 詩 明 し そ 
の 例 を 揚 ぴ 。 所 調 Zonenmethode の 一 例 
な り 。 (Neues Jhrb. Min. Geol. Pal. A. 
63, 267~278. 1932) (yee) 

9404, Gismondin 結晶 の Symmetrie 
Kalb, G. 

Gismondin DSF SKS ER BRA te S 
も の に 非 ず と すれ ば , そ の Symmetrie は 
単 斜 又は 三 斜 な らち ざる べから ず 。 LER 
ES SBIR LOGIE READ te bb FY 
%— FCO HO Vizinalerscheinungen 
を 研究 する に , その Symmetrie (s A} FH te 
る べし と 大 は る 。 即 ち Hauptwachstums- 
form と し て rhombische Dipyramide 
(111) を 示 し Spaltform % 双 と の Symme- 
trie D&E ORV, CZ. X. 81, 248 ~252, 
1932) (EEF 
2405, Skorezit RHO Vizinaler- 
scheinungen Kalb, G. 

1833 42 Rose (dy MW PA WWE OYE 
C, Skolezit は monoklin zp y 2 L, Rinne 


Doppel- 


2 


鉄 293639) 


は 1894 46, BIR BUS KV, e OME HAS 
domatischen Charakter の % の な る と と 
A i ed 
nungen QUO REAMLEV, OD 
Symmetric (CD %& CLE FE DIN AL te B 
結果 を 得 ざ り しゃ も , 少 な く と % COMM 
が domatischen Charakter の も の な る と 
EMLWite Vg CZ. X. 81, 343~247. 1932) 
WZ HJ 
2406, Cristobalite PORBMBOCE 
36, 基 一 , oCarnegieite (NaAl 
$iO,4) Barth, T. F, W., Posnjak, E. 
NaAlSiO, o4 (Ris Carnegieite の 高 
a-Carnegiete  ¥i ih Hiin: & Ky 750° 
C 及 170°C KA CHRKBAERAND 
トロ メー ター 法 に より て な し , 夫 え 
a=7.3740.02A (750°C) 
a=7.38+0.02A (770°C) 
を 得 た り 。 そ の 比重 は > 型 の 比重 2.513 
ょ より 舌 推 し て その 単位 格子 中 に 4NaAlSi 
OO, を 含み その 時 の 比重 p 王 2.343 と な 
る を 知れ り 。 そ の 属す る 空間 辞 は T* に 
LC, ALC OUR F DARE PRE VY CZ, 
Krist,, 81, 135~141, 1932) 〔 高 根 〕 
2407, Skapolith の 結 品 模造 
Schiebold, E., Seumel, G. 


\ に は その Vizinalerschei- 


in 


Arendal 及 Mte Somme 産 の Skapolith 
EMO GEIS kV CHIL Ce ORF 
NBIAK * a=12.09 A, c=7.580A, a— 
17.24 A, c=7.619 A と な れ リ りり 。 その 正 
方 単位 格子 は 恐らく 体 心 格子 に し て 2 分 
Peet, toh Ch, KUT, 
MCh, S2 C4 OX MCA HHL 


{ART SCL¢EL, COiuAAwWH 


中 に 於 る 原子 の 位置 の 議論 より Skapo- 
Lith (di iy EAA IC (LBL LLB. OE 
得 ず 。 AFRO Ho Row Mie 
ERE L LH LF SLOHV, SHE 
WHEAT 3 (Rho BLE te Z mimetish 
tein & UCR VQ CZ. Krist, 81, 
10~134, 1932) て 高根 
2408, Pyrrhite £5,783 Machatsch- 
Kips Ee 

Alabaschka jE DZ pila) HC fet 
し 次 赤色 入 面 体 結 品 た Rose は Pyrrhite 
と 命名 せり リ , そ の 後 , 同 様 の 成因 の ゃ の は 
Elba, Azor, Laacher See, Monte Somma 
45 DJL AY YP XY FEL, Pyrochlor 
族 中 Ta に 富める も ゃ の と 老 へ られ た りき 。 
且つ Azor 産 の も の は Azor-Pyrrhite と し 
CHO WO LOL VHS LEV &, 
% Laacher See 産 の 少量 の 試料 を 分 析 せ 
Yo Brauns (42 0¥' FE Y 3 CagTay 
OgCaSO4 te SERRE TARY, 筆者 
は Laacher See 産 の 0.1 mm Kip oH HO 
(110) ome? IC k VY Cc a—10.41 
A を 得 , 人 工 Pyrochlor CaNa NbyOgF 
OREF BY a—10.376 ょ より 少し 大 な る る も 
% o's ikjt Pyrochlor の それ と 異な り , 
Koppite, Romeite, Schneebergite, Lewisite 
D KOH RIC FAD. L, 之 を Pyrochlor 族 と 
LORS ORM SEMNY  HHis 
KK (Ca, Na, Fe) 9(Nb, Ta, Ti)g(0, OH, 
F)7 te dX EB, SO4 は 全然 間 題 
と な ら ず と 論じ た り リ 。 Ric Azor-pyrrhite 
の 0.5 mm 大 の 者 の 〔110〕 の alas zee hh as 
Wick YC a=lO37A な る と と を 知り , 
Laacher See 産 の も の と 全然 一 致す る と 


244(40) 


OS 


と を 確 め た リ 。 CCentb, 33~37, 1932) 
高根 〕 

2409, KoS20, OFF ES 

M. L., Frank, G, O. 
R2S20, の 結 品 は 

hedral D3 に 属し, 兆 的 活性 な り 。 之 


Huggins, 


trigonal trapezo- 


を (0001] 軸 の 周り に 振動 しめて MoK | 


MRA LC X MBA LUC HEAT 
2) 。 即ち a5—9.82A, co=6 36A, 
=0.648 に し て KeSe0Og 分 子 の 8 個 を 


c/a 


Ba, 比重 は 2.278 な り 。 to BE | 


i D2ZicBL. K'2 S206 4472 
ORG L 老 ふ べき 構造 を 有 し , ZH OM 
て の 人 洪 標 を 決定 すり 。 各 S は 他 の S と 3 
O と に ょ り て 四面 体 的 に 園 ま を まれ, その S- 


SH206A, S-O=150A 20, &KiAH | 


BEAMS SMICS S60 tc x VCH 
まれ K-O=2.77~2.85A te LEO 
FARE ho heHWICRG SkoOLE 
(Eto RbaSa Og も 同一 型 の 構造 を 
AIL a=10. 0A co=6. 3A c/a=0.6307 
な り 。(Amer, Min, 16, 580,1931)〔 高 恨 〕 


BASR RWS 


2410, ARB RHAN ICR SBHER 
Singewald, Q. D, 

Colorado jj Loveland Mountain の 山 
腹 下部 の 水 成 岩 中 に 存在 する sills は , 
時 代 の 借 か に 異な れる 二 っ つの 岩石 型 に 局 
し , モ ン ゾ ティ イト Wikkeee ait WIC L 
TAREY YI 4 HERA BT 9 
A (o A Re Bh] ae 
MRHORCHSBSLURERLSZ, A 
REY IF A bRBORE AM L (BRE 


Bk 


10 MROMK EHR SKK CHE 
を 受け ざれ ど , HALAL, モン 7 

ト RRA ea lt Seite A 
KEY YI 4A PRERILS L ( Bittbet VU 
LRA KAM BALY 2 aRA, 
WBE WAL RVET RIL eR ka 
BEI Vo ULOPR iL FRAO 
WARK COUAD RII L, + OBA 
HL ~KSOlL BARR AA と 
同じ 道 を 辿り 座れ る も の な る を 示せ リ り 。 
“ deuteric” な る 語 は closed system 中 
D ABIC BR Bt, WERK FLEE te SM 
き 型 の 統 質 に は 適用 され ざる べき を 提言 
4 Y (CJ. Geol. 60, 16~29. 1932( 河 野 〕 
2411, 北部 ボ へ ミヤ Schwarzbrunn 
LY ARO TE ie 5 ERS Huyer, A. 
Schwarzbrunn 山脈 は 北 ボ へ ミ ヤ Gablonz 
市 の 南 束 に 於 て 東北 束 ょ り 西 南西 の 方 缶 
に 延長 せり 、。 本 帆 脈 中 の 花岡 岩 は 本 地方 
OP BIT 閉 し き BESET & FL, 1 hd 
Bk) 非常 に 達 き も の に は , RAOWR 
斑 品 (Porphyroblasten〉 を 有する Eade 
ALY, WORAIMIC Cit FAIRY な る 
BERK a bie Vo 花岡 岩 に 直接 する 部 - 
分 に て は , 草 青 石 一 紅 杜 石 Hornfelse, # 
APSE a AOE A AA OS 
AEE Vo Te fredet STEARIC 1K URE LC 
陽 起 石 岩 を 生 ぜ りり 。 CMitt. N. R. 50, 
48~65. 1929) (my BR) 
2412, Kansas jillmgfpae Knight, G. 
L. Landes, K. K. 

Kansas 州 Woodson County に ROS 
ZS ODE BO - つ な る ぁ る Rose 園 項 丘 に 
於 て は 酸性 , BPEL Ac Ree % UR as 


SO 


鉄 245: 41) 


認め らち られ, {WO IO HA BC Cd, 表 
面 に て は 火成岩 を 認め ちら れ ざ れ と ど , BK 
WARS 水 成 層 が , FAs & UC 
dite S BRICK C 存在 を せり, 著者 は この 
BPEL CO HEME FIC ARE A © EER 
る 有力 な る HR) t BU, AA Hee 
LZR IK BIKA SBI H ICT 
LER ae at & BR LS BIC RY AE 
る も の な り と 考 へ た Vo “ Laccolith” な 
る 語 は 始め は 弧 舌 上 部 水 成 層 を 有する し レ 
ンズ 和 其 火 成 岩 体 に 用 ひし も ゃ の な る が 近年 
は dipping sirata (C(KY HEAR b tr, BE 
(LE CRB bt し 火成岩 体 に ゃ 適用 そ 
ら る 。 著者 は Woodson County » 4k (tg 
SATA FE ICP SAKE 此 の 場合 序 
分 に “Laccolith” と 稀 し て 可 な る ベ べし 
LER VY o(J. of Geol., 60, 1~15. 1931) 


CHEF) | 
2413, 奈 長 市 外 三笠 山 火 山 の 地 質 BA 
HX 


KAN fH AGRO PAG © BEER EC We 
せる 数 個 の iia ie の 集積 より 成り , 噴 
He CIS Pet i 以後 に し て , 最初 に 角 
肉 石 紫 衝 交 石 安山岩 を 少量 噴出 し 次 に 主 
FENG te STS WL RG & His He 
Y, 此 の 間 流 出 は 比較 的 短期 た に し て 2~3 
Bicer) 2, 近畿 中 部 に は 他 に 二 山 上 
AE BU, (3 BLU, 獄 山 , 鍋 山 甲山 等 の IW 
KW GK UMS pa TEAS Vo UE 
は 全く 同種 類 の Mair b Fred, 多く 
(SE a at A WI © LIC AB LL, AAS Se 
通 な る 性 質 と し て HHH E BAL, 叉 
JEATEMO teh a Ak VAS LAR 
せら る ぇ ゝ 石英, 長石 の 捕獲 折 を 含有 せり 


と 言 ひ , LERAC RDA 基 般 岩石 の 同 
ERICK UB s tre oBbwoe Fe 
BO, MAROAEH HO 片 旋 岩 中 に 酸 
性 斜 長 石 <Ans4) 及 び 石英 と 共に 多量 の 
HUA & BAT 2 AWRO HEY 3 Hid, 

Jk EHO iE EMT %OELT 
BABY IC MRS VL 設け り 。 (地球 , 

17, 216~224. 1932). 河野 〕 

2414, 1930~31 年 度 に 於 ける PS est 
LAFMAW OBE Z.f Vulk. Hae 

193031 年 に 於 ける 火山 活動 の 主 な る 
も の 次 の 加 Lo 

I アジ ャ ヤ , (a) Persia の Demawend. 
1930 年 11 月 16 日 , 同 17 日 及び 25 日 に 
地動 あり 。 

(b) Krakatau, Java, 1930 4 8 Hop 
BE 3 WeBR Te ¢, Anak Krakatau OIRGeE 
見 る の み 。 

(c) Merapi, Sumatra, 1930 年 9 月 2 日 
の 調査 に よれ ば , KARA OV LA 
DRI SHO CP OFLE A Yo 

(d) Merapi, Java. 1930 年 10 月 8 調査 
の 際 は 8 月 常時 と 大 差 な く , 西側 燈 岩 流 
MOMMA re 610°C の 高温 を 有 せ 
る が ,11 月 23 日 噴煙 開始 , 12 月 18~19 昌 
一 礎 高 調 に 達し , 22 HCH LOMB 
見 その後 連日 落石 降灰 は 雨 に 混 っ て, HH 
Veins & BH ICE V , 死者 1300 cH SB 
1391 42 1 ICA D , RRP IC Br Ls 3 月 
20 日 以後 また また 燈 岩 を 飛 す に 至れ り 。 

Ce) Gerelaja (Kamtechatka) 1929 年 
12 月 30 日 ,30 年 1 月 2 日 爆 豆 を 見 , 降灰 
多量 。 

(£) Kljuschewskaja Sopka( 同 上) 1229 


= 
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Be 


年 連 綾 的 に 活動 を 示せ Yo 

(g) Schiwelutsch Sopka 
年 初頭 落石 降灰 を 見 た り 。 

Ch) Kilauea (Hawai) 1930 年 11 月 23 
日, 10 月 以来 の 洗 獣 を 蓄 つ て 地動 あり , 
19 Hie IC HSS OHS & BA 4G L, 22 日頃 に 
GAO ELBE FS ICBHS 8, 12 月 中 旬 
GLY ALU LP IC EL Y © 

(1) Mauna Loa (Hawai) 1931 年 2 月 
25 日 ~2 HL AIC BS LIC 2 回 の 強 
RSV, LOWRE 党 火 山 の 地下 に 有 せ 
YZ. Vulk, 14, 7985,1932)C 渡 邊 高 〕 
2415, 1930~31 年 南紀 アメ リカ の 火山 
活動 Z. Vulk. ERK 

(1) Lassen Peak (Calif.) 1930 年 11 月 
18 Fete. 

(2) Puerto Angel (Mexico) 沖 1931 年 
11 月 14 日 地震 あり 。 243 ARMOR 
告 に よれ ば 同 港 沖 8 TLIC HS COM & HP te 
DCTHRD V , 死 魚 海 に 浮 ベ べり 。 

(3_ Mt. Pelee (Martinique) 19304 2 月 
中 旬 活 動 を 開始 し , 燈 岩 の 噴出 8 月 末 に 及 
U, BA EKO RICHER Vo 

(4) Llayma (Chile) 1930'¢ 8 fj 20 g 
DPRK RO SA ee VU CZ, Vulk, 
14. 78~79, 1932 CURB) 

24416 BRAMMER SHOMROTE 
[RET ANH] 2439 SHR 

2417, ARBOR FAME AHK2429259R 
2418, FESOMEIIRIXT MROBS 
ASH 8432 会 照 。 


hh Kk S 
2419, RAM BAMoswME Hsich,C.Y. 


3291m) 1930 


| 


九江 , Fa AN ETA] © BaF YL HL RIK ih 
(omg (ESS te Bie & Te CHO BOR 
床 あ ちり, その うち BMRB KT S2OR 
AL EY FER IE ROG し 。 

1 Tangta (#8) Hb Wo 
( 南 出 う Lopushan, C¥e%4ju) Tawa- 
shan, (fu) Tsai-shih-chi, Chung- 
shan, (中 fy) Kushan (35 1) ) 

II Fanchang, (4 5) jy Chang-lung- 
shan, (S| )Kushan, 古山 Tung- 
shan, て 銅山) 

Il. Tungling. ( gf) kh jyTung-Kuan 
shan ( 銅 官 山 ) Yeh-shan, Chu-Kuan- 


Nan-shan. 


shan, 

4D OVUM OK ie Bid, GF 11500 
Bm, RELIC) © 465 Eni, Chukuan 
山 の 400 Beni, Fo Mo 318-9 Bemis, 南山 
の 298 BWEC, 現在 産 額 の 大 な る は , BW 
MAAOKMURU 束 出 の 14-96 senig, 
Fuliming Co (fF RAG O HUD 8 
nj, Yii-fan Co G4@&% 5) © RFE 
12 Awe Cli % 1930 +2 BE) Ihua Coc gs 
YE A] OFA) 等 で あみ る (Bull. Geol. 
Soc, China, 10, 317~321, 1931) yei8 33) 
2400, RMBAE SEMA Ose 
DAR aE 

楊 子 江 の 東岸 に YO, ZI Pete S 
MAO MICH), HULU AEH OK 
Wat 2k Ria Wate kU MY, 
SOR ARIL 2 te SICA Q HEE 
な る も の 次 の 如 し 。 

@) KM Atea & Biya Be 
RAB EURIKIC LT, 藤 さ 300m, Rs AS 
$3 00m, WEB Lie 3 BELA RIC Ed 3 


» 
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Cb) HWE SERRE A AS 
BAK S IRIVIRIKIC LC, fe= 350m, 
JZ = 40m, 

(C) FEW WPA BiFEMAO % OD H 
に , ka & Bva ( RERRIR EAL Ho 

(<d 中 山 SOA ARU NRE PO 
GRO, $= 120m, Jo x 50~60 m, 

Ce) FFG WEL TA) Bi, BE DR WE 
KE UCEHICRD, RRA 及び HRA 
を 件 な ふ を 特徴 と す 。 

AMD L&T AU dO SEALE, 8 
SAE, WATE 高 陵 土 化 作用 
FE PTO BERS KE ICE ROAM を 
Ge Lis 

CL) Be RA, BS BL, EERO PY 

(2) TR BORD HU, 陽 起 石 の 蛇 紋 化 , 母 

BaD BOK MEME o 

(3) FER ARIK © RAE 
Crp Bb EBS x Se, 10, 321~331,1932) 
CHEE 853 
2421, RBMRMMA OM BRA 

iw FRC 9 B= BAL OKRA & Aa 
CAKE O BES V, 譜 所 に BRIDE & AL 

UMP SE te S EWE UDR KIL, Fie —B 
MOAIKG & % OPM ICHY 5 THRE S 
PORK UT, KF 500m. 厚 さ 最大 
50m ¥ O ERIC AIBA, F BEI (aS 
ビン グダグダ ト ン HREE な ふ 部 分 あれ どる , 品 
Wp cit AK, 方 解 石 及び 水 長 石 を 件 な 
ひ , BURIED tp Be 示す 。 BEA 
PBC dD & SPEMBMLE SZ IC LT 
BHA 464-56 jiswih, 年 産 約 12 Awe To 

銅 陵 地 方 の 銅 官 出 は 古生代 砂岩 石灰 岩 
等 より 成り , そ の 北方 に WIR OREM 


SY, PKL tO BAG IC UY 5c BRICK 
分 れ , 何れ BERS UC, Pai Mit 
ABS Pic UO, RAI LC air H S CP 
jh ELS ~% FR, 10, 331~337, 1932) 
YEE BS) 

1922, Arizona 川 Camphellw=a 
硫 石 の 題 微 鏡 的 福 究 Schwartz, G. M, 
Park, C, F. 

Campbell HL) OBR PKL EI ay SBE 
PEMD MT より 成り , 基 他 多 少 oP 
HELGA Ts Di PA UE De is BRE & EEO, 更に 微量 
OmgEMR, tennantite, enargite, famatinite, 
stromeyerite Fe oR S. MOR 
Hie UCAS % OMIRGAGIC LT 
FE HOR ESI & SGT i BE US fie od TC fe 
BIC PRIS DSS KET, HHA 
LEST & RAG FICC a a LS 
TY OFF AO BAR & TERM IC FED Vo 
(Econ, Geol., 27, 39~51, 1932. (' PEF) 
2234, AAAs FICS SHRARED 
pIEAICRET Bastin. E, S., Graton, 
L. C,, Lindgren. W., Newhouse, W. H., 
Schwartz, G M., Short. M. N. 

JR BABE ICSC SBR © KEBLE 
を 定 む る と と は BRS 事 な れ ども, 種 
AD 困難 の 件 ふも の に し て , 著者 等 は 現 
HIE OS ROWE LAME L LCRA AL 
OS b, RAO PRUMORN & 種々 に 
BIBL CHIC L 1S 9 HES le TAKA 
LRM LIC 二 大 別 し , 前 者 を YAK 
D EVES SCH EG AS IC AR AG He ZEBRA 2 
BAC LIC ADS 9 Win OD 構造 を 論 ずる 
場合 に 固 浴 体 分 離 に EE BIA を 考 ふ る 
CLUBS HORROR LES 
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a 


ZBLETAKLT, MARKO PRICE S 離 

AHE BIRT LOK 3 DoOMS Vc) 
grating or bladed type, (b) mottled type, 
(ce) graphic type 等 な り 。 

NMI LEAT SRA ERO 5 
つの 場合 と な し ,  DSMABHIC A 3 fa AF 
AYR <b う 共 呈 割合 を 考 へ ざる 場合 の 同時 
VERO) FERABAIC HS & [BLAIR KY Fp 
HED Ba, (d) ABN ZE 
DBRO FHF Aho 

以上 の 各 項 を FULL, 更に ERP MIC 
eC S LEE & RIC 細目 に DIAL IK 
其 5 ち の 次 代 に 開 し て は 詳細 に わた リ り て 
論述 る せり 。(Econ. Geol., 26, 561~610, 
1931.) (下野)〕 

2424. BAS HICR < HAO texture 
(RET Schwartz, G, M. 

Gu Al RET & RT 2 Gi I DAME & RR 
FS.OIMMAK LU CA SHER DB 
WeuUeES SBR. 著者 は これ ら の 
Hie & Kall LC ace SAE & BARI & Ze 
し , 基 中 後者 に は emulsion FEI MD Bij 
者 以外 の も の を 殆ど 包含 そし む 。 こ と の 次 
理 共 生 を 生 ず べ き 場 合 を 更に 炊 の 5 つ に 
分 つっ 。 CA)SEwIC2) mie Bt (eutectoid) (84 
Tid) STP WR 4) 38 19) FL shh OEY RBS & 
LCE CH ih BA AOU AEE 
Yo 次 で これら の 種々 の 構造 を 生ずる 各 
BRAN D hl % BA ILD RIC LC EAM IC 
WJ Y 4 (Econ. Geol., 26, 739~763, 
1931) CrP BF) 

Fa 


AwnRR B 


2425, FAO YARRE Hackford, M. 


< 代 , Ce) HAH 


筆者 は 海中 の algues A AYMOMMe 


te sim kt UC, 次 の BRE FIR YO 
| BUS CD Ay Wy 2s YEP D algues k V 


AER UGE & FLEA REA & FAW ie 
Y, (2) algues より の 分 解 生 成 物 は 右 油 
Ries AWOKE RT. GB) alg- 
ues の hydrolyse に よる 分 解 生成 物 は 基 成 
分 上 石油 に 到 る 過 得 を 表示 する も の な り リ り 
以上 の 事 綿 は 石油 成因 上 地質 學 的 に 又 化 
湯 的 に も 何等 の 矛盾 を 生 ぜ ざる も の な り 
fe7 ft #4 lk algues より hydrolyse ICE YA 
YRC Bi S UAEE & Zee Vo (Revue Pétro- 
lifére, 461, 163~164, 1932.) CAA) 
2426, Bryson 油田 Brown, J. P., 
Gibbs, J. F. 


Texas Bryson jit 1928 SARE Aa 


| bre SbOlK UT, Ayhlet Pensylvani- 


an ege の Strawn jap k Y fey, Strawn 
Bi 4iKRa nh ae AO 2,300 tick eh 
BICC) BAO 含 油層 と し て Tie SR 
層 を 兵 有 す 。 之 等 の 砂 は 一 般 に 不 規 則 な 
る レン ズ ARMS EN LC WAL, Keble 
中 の 石油 は 1 ユ ~2 代 の 間 に 最 も 多量 に 含 
有 せ を られ, WOM LE 少な る も ゃ の と He 
定 す せら る 。 営 油 田 の 推定 産油 量 は 埋蔵 量 
の 0% を 探 取 し 得る も の と すれ ば ,10, 
750,000 f& % FEM LUE し 。 Strawn bedo 
主 な る 構造 は bend flexure RARCAy 
る 45/1 mile の 割合 に て 北西 に 傾斜 する 
a Yo Aphid bend flexure に あ 
ズ WRRD IC 集中 し , SE BE ARABIC 
pS Sorry, CB. Am. A. 
Petrt. Geol. 16, 179~188, 1932.。 CAA) 
2427, BFHELOEMA Hertel, F. w. 


yb 
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California 油田 に 於 て は 近年 ョ ロー タリ 
ー 用 泥 土 を 回 収 し 再 使 用 し っ つっ ヽ ゝ あり 。 基 
RY EER tl Lo (1) 使用 し た る 
VEL & PMG & te LADIES BEL, & & thick- 
ner K て BRIO A, He BRA T SHEIK 
LC, 200 mesh の 砂 2% SAH BK et 
事 を 得 。 (2) 遠心 分 離 機 に より て 200 
mesh の 砂粒 を 32 SARE Litto 
(3) eB AUR EIC & Y -CHRDEL RR MD Bee 
物 を 除去 する 方 法 に し て 完全 に 原 泥 土 と 
同 - の 性 駄 に な し 得る 方 法 な り 。 4) 振 
BIC KY CHE BRAS SHE Vo 
YUEO4HED5S46D,DRVUH/AE 
RAE IC THESE RE KIC AHI LIES BO 
な り 。 CPetrl, W., 28, 408~409, 1932.) 
CAA) 

2428, 日 本 産 石 油 の 一 般 成 分 (第 7 BH) 
=F PK BLE 

第 1 ユ 報 に は 西 出 油田 各所 の 石油 を 常 礎 
の 下 に 於 て ,200°C SEACH L, HEAR H IK Bh 
き て 各種 談 化 水素 の 性 駄 組 成 た 就き て 穫 


Bet 3%, MERSCIC HS Tia 200°C 以上 の :' 


BER EULER FICC 230°CiS w BAH IC 
就 い て 基 組 成 性 駄 を 試験 せる 結果 な り 。 

HERE (Ck AE, BRERA O PER 
は 酒井 の 深度 に ょ る BME e 如き る も, 一 
般 前 性 駄 UC, 深度 の 小 な る 油井 の 原 
油 よ り の 分 員 油 量 は 深度 の 大 な る も の に 
JEL CHM A te Uo SL RB © =E 
Ete 成分 は ナチ ナ フ テ ン 系 炭化 水素 (Cw 
Hog, Cy H3:, CigHs9, C17Hsg) に し て 他 に ペ 
FIAY,RVFAIFYESCAL UKM 
FTG WREAK D BAL (LEER YY 
AE AIL Y 。 ( 工 化 ., 35, 342~349, 1932.) 


CAA 
2429, 油 買 岩 の 地下 酸化 Luts, K. 
WHO ARI ICR SIE A oPBetb ic 
WhusC - ARIK SIG SS BR Ss, WP 
酸化 に 難い に て は 未だ 充分 な る 研究 を 見 ず 
筆者 は Estland Jarre Sue PICPCHE 
(AEA 0, 多量 の 水 を BA Lik 
SWRA AOE ELEY, CORBBHL 
RA EBL © SA ICY CHIH 
せる に 次 の 結 果 を 得 た リ 。 WERAY ST 
る も ゃ の は C=77-0% H=92% O, N, S, 
C=13.8, #3 ZY Olk C=74.9% H= 
9.0%, O, N, S, Cl=161% な り 。 COM 
質 作 用 は , 1 AO She cs. ct BE 
tS SW PARE IC MRS CARU ev ay 
HEC E UC PRR せる も の と 推定 せ 
5 る co Brenn Chem., 13, 10, 1932.) 
CAR) 


2430, Aa) VARMA Oe Rae 
Weye. I. 

AABAVIY LE AIRULAME 1400°C 
に 5~6 時 間 加熱 せる に ,CaO9 モル 以下 
の 混合 物 に 於 て は 2CaO.SiO» は 不安 定 
型 の B と し て 生じ た が , CAO 9 EnV bt 
の 場合 に は 3CaO:SiO。 OFA WE 
wtb B, 3CaO-SiOg は 3CaO.Als03 
に 包ま れ た る た め , その KBE WE 
は 困難 な り し が , RGR ARUL BAS UE TR 
te), Ric metanacrite と CaO10 モル 温 
合 物 を 1650°C に 1 時 間 加 熱せ る も の に 
は 7- 型 の 2 CaO.SiO2 の 少量 を 含み , 叉 
最初 5 Ca0-Al,03 OMAK Ah Be 
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Pk 


bSo 同 混 合 物 は 1700°C に 於 て る 同様 
の 結果 が 得 ら ちら れ ,;, 3CaO・Al203&3 CaO. 
SiO, DT AMAEE L, 3 CaO・SiO。 
DICEAPE HT EAE] © Hc & Y BRE 
Fo 叉 X 線 に より これら の 化合 物 の 存在 
EGE 7 Y , (Zement, 20, 264~65, 
1931.) CAN) 
2431, BRODAY VIR 
ER 

AG (SPARE |S BES SMO 2 
IYO 三種 に 就き , そ の WAS Pe 
せり 。 (1) blanket residual kaolin (apg 
WMERS = 220 THT OTP 
Fy ic BS Y , Halle, Meissen 及び Zett- 
lite 等 最も 著 明 に し て 皆 第 三 紀 に 属す る 
FORGO PE BIE L fe hia © Mah tet 
S4OTV. (2)MAttx fS arkosic san- 
dstone (C HEX ZaAt VV lixnvy yy 
BUFZz aA AGT 地 万 に 存 し , 代 
表 的 の も の は Pilsen th ic BIE Vo HK 
床 の 上 部 に ある 第 三 紀 の 神 炭 層 と 密接 な 
開 係 を 以 て 成 生 せる な り 。(3) 英 國 Corn- 
wall 及 Devon 陰 近 の チャ イナ クレ ー 及 
び Chinastone (249 47 TRRRIC UC, TERS 
At REA AIK HT SB SAA LIC & YE 
fa の 陶土 化 せ する も ゃ なり 。 (A. LM, 
M, Tech. Publ., 475, 1~22, 1932.) 
(吉木 〕 
8432, HAO I RIETMBROBE 
CatesS.28, 

北米 , 加奈 陀 , BRIN > & FE Mh DEE wD Yt 
ABN AG を 行 ひ , Me AMEO 差異 を 
ORR IC KUNE VY CH b SEH 
を 1500°C に 2 時 間 如 熱 を る 後 有 孔 度 部 


Dilley, 


に 見 掛 比重 を 測定 し , 加熱 前 の それ と te 
Me), COMPLEROME Lt OW 
eae 0, TOME UC Ae 
BUTE UL BREE © Ai TLE IK FEO 38 
係 は 有 を ず 。 然 れ ど る も GMO KA 
IRILBI RT SL OM Lo BRROAFTL 
ERUMB EE 2 AA OPEE IK AS 
% DIC UT, Her wD cryptocrystalline の 
SEAL —HAEIC Bod CT FICHE L, ATR 
BoA FUEL HS SL OwV. Courn. 
Am. Ceram, Soc., 15, 7~985, 1932.) 

CHA) 

2433, BAY beROBA RE 

Fisk, H. G. 

ポー トラ ンド セメント 焼 塊 の 薄 片 を 通 
MMO BEC KV (ERS SHELRO RBS 
Yo 1) BER © TR © HT ABA se 
サム より 著しく 高く 相互 の 比較 に 困難 な 
と と 及び (2 lubricant と し て 水 を 使用 し 
得 ず 。 SHIC Ross は バル サム に 代 ふ る に 
Bakelite の 使用 を 提案 を せ し ゃ 春 化 に 日 時 
ERS SSMS), ULMHORBEM 
ふた め 著 者 は Hyrex と 呼ぶ 新 合成 樹脂 
AGFA IC HS ERAS Vo 加熱 せる Hyrex 
は 170~171 ORPALA L, バル サム 
と 同様 に 使用 する を 得 , 叉 lubricant と し 
て ェ チー ルル アル コー ル を 使用 する を 以 
CHAR ORR Lo BNR FAL 
し て toluol, xylol, benzol, 7 y+ methylene 
iodide に 溶解 せる Hyrex AOI 
BMERGC LC 適宜 の RHA Hs.z 
と と を 得 さ べし 。 CAmer. Journ. Sci., 23, 
172~176, 1932.) (#40) 
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pb 
A Pt 増大 す 。 
APISHEK LEE Bete BLL IC HET HR 
ToR#RE PHY. KALIEPRL IL “EE EBAY ZO Rt 


BH DEE ICR S BIRD WHER OG 
EWES SMBS 記載 し , fhe c RB 
i & FO CWE B ARTE TIP DAE 
曲線 を 示せ Vo 

ARES 1D FEAR EAU IK PSC AO b } ¥ I) 
teA WOR & hie Ste SRA RA 
PeONZHE, Wha EBA LC 直ちに 曲線 と 
LUBa F OL, Hilt rns ARO 
PAPA & & it BOS S BIC HV 。 
(燃料 , 118, 148~189, 昭 7 #2) CHR FL 
2435, ARORA BOWS 
Liaske, R. 

AR Fibelt Koln feo sipete 0 5 FTC 
著者 の 結論 に よれ ば , FEAR — ARIK 信 ぜ ら 
れ た る 推定 た に 反し, APES 適量 を 床 土 
HC Ss aE A OME 10026 も 増加 
FSR LO WLC Hime EIR 
た る 時 生ずる GES OBR HATTPE 
及 吸 着 性 に 上 外 因 する も ゃ も の な り リ 。 か くい る 性 
質 は 肖 め アン モ = ヤ に て 上 庶 理 すれ ば 殆 ん 
ど 之 を 克服 する を 得 べ し 。 

神 炭 の 生長 を 助長 する 性 質 は 腐植 感 に 
AS OIC, BIBRA SEWE &- Plasma- 
membran|c #43 3 ihe ADBteb LYs 
Die Vo 石炭 中 の 窒素 分 は 殆 ん ど 影 響 せ 
ず 。 芽 笠 植 物 に 於 て る 神 炭 に ょ る 生長 助 
fEISHE HN, その MRR PLAS |v 
_ 事 な し 。 1 
叉 主として 塞 素 含有 の 人 工 肥 料 の 効力 
は 少量 の 腐植 酸化 物 混 合 に より て 著しく 


BT, LiLOM ( KROME KF LO 
な り 。 CBrennstoff- Chem., 12,4426~ 
434, 1931.) CHB FL) 

2436, APO Anonym, 

右 談 の 液 加 即ち 水素 添加 法 の 概念 を 極 
め て 商 明 に 施 載 せる も ゃ の な り 。 第 一 に た に そ 
の 方 法 の 一 般 を 述べ , 次 で 方 法 を 水素 製 
AEH FSI, 奈 舞 相 水 素 添加 及び 製 
上 品 の Ry)JRO 4HIC BS MIL, BRIE 
VERA PRIC RET Tk~% Y 。 (Fuel, 10, 481~ 
484, 1931.) Ca EL) 

2437, BAROBRMKERKEN SMAI 
REC Kleulen, J. W. 

AN smack T ORF Schuster 氏 が 
Hel LK RBH LC HH OM SLE ik 
べた る も の な り 。 RKP LK 2392 BI), 

即ち 著者 の BSN 従 へ ば , 石炭 は 均 
質 の も ゃ の に 非 ず し て , 重 液 た に た ょ り 分 ち た 
る 各部 分 は 硫 物 成分 の 含有 量 た に 於 て 異な 
る の みな ら ず その 有機 成分 を ゃ 異 た する 
% Ore Sasheic Schuster Ko RICE Y 
て 県 の 組成 を 求む る を 得 ず 。 僅 か に , lb 
潜 的 均質 な る 無煙 炭 類 に 於 て の み 新 方 法 
を 用 ふる を 得 べ し 。(Brennstoff-Chem., 
12, 484, 1931. (#851) 
243°, 石炭 の 眞 組 成 を 求む べき 新 方 法 に 
RET Kleulen 民 の 所 論 に 答 ふ 
Schuster, F. 

著 し 岩 炭 の 成分 が 重 液 に よっ つて 分 離さ 
る ヽ ぃ も の どす れ ば , Kleulen 氏 の 打 論 は 
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Efe 0 LHS SEG~L. WUCTO 
EPL ACE EWE EWIDO & DICFEFo RIC 
PEL & IE LC im bb OX RIC LT 
著者 及び Kleulen 氏 の 推定 は 共に 定性 的 
D he] & Hyd", (Bresnstoff-Chem., 12, 
484, 1931.) (#6) 

2439, HR RIMEAKRAGOS Bit 
SBOREBIXRT Roussean, P. E. 

BER RE otC PA eT BY ERR, 腐 
A Phenol 可 落 性 雨 硫黄 即ち 有機 硫黄 の 
測定 方 法 を 吟味 せる も ゃ の に て , 試料 と し 
て 用 ひたる 石炭 は 5 MI A alt 4 種 
Ate Vo 

その 結果 に ょ れ ば , Lal M Hh All ho 
石炭 及 頁 岩 に 於 て は 硫酸 視 硫 黄 は 32 の 
協 酸 に て GOCCic FST 48 時 間 抽 出す る を 
佳 と し , 黄 鐵 奏 硫化 物 及 硫酸 恨 硫 黄 の HB 
量 は 3 日 間 即 も 72 時 間 常 況 に て 比重 1-12 
の 底 酸 に て 抽出 する を 佳 と す 。 

TG LC REAROR bie & TERRY & © FAY IC 
は 或 る 石炭 に 於 て は 一 致 を 見 る も 或 る も 
の に 於 て は 一 致 そ を ず 。 こ と の 開 係 は 洒 頁 A 
に 於 て 全然 成立 を 見 ず 。 (Brennstoft- 
Chem., 12,446~449, 1931.) (#& LJ 
2440, Freie ICHNS SIBER 
Pieters, H. A. J. 

ELSA ED 8 2 IC PSB HP BE 
FB OB HAKRE RA DTI £ VTE る 
Vitrain, Diirain 及 Fusain D |i BE AEN RAB 
RAM HS 3 GEES WE V5 

AA IPB DW ee LH OBI 
係 は る も の に て , 大 体 に BOTA HU 
る 宗 宮 氏 の 高温 用 化 移 天宮 と 同様 な り 。 
TL し て 試料 は 大 気 中 に て 加熱 し 酸化 を 防 


CFIC & Diatomouserth (cc 
~ y ら 

と れ 等 の 結果 に ょ れ ば ; 揮 贅 分 の BA 
ARABILIK A IC kB Ge) & EL A © [ea [al 
BAP BUS © HE AMP] LO RES L 
Mis CO BUF Te S Fi ke ie (L480°C 附近 に 
CHET BRERECHR EME meld, 
FERRE Wet WSC US SER SAY te UE 
RIC RA web Vitrain (st ji BEAD BE ALS RE 
HHRRIC HS CHR ROPES RIE Vo Ih 
の Vitrain, Durain 及 Fusain (4% AE 
50H JE I AS BY (a SS BE ah HNIC BS CER 
SURHBe Be Y., (Fuel. 10, 484~488, 
1931.) CB 5h) 
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2441, SRBC KSMeAUROBT 
AMS =, 福島 政治 , FER AS 
Bac CHBY bik S=MORA 
を 800°~1050°C に て 生成 散 炭 を 用 ひ て 
AIG し, WHOM Bas AED MIL HES 


Ba 


= 


LORMCHAMRSCL, BTO 主 な る 


JRE (L900° & Y 低温 度 に て 起 る 事 等 を 結 
論 そ せり 。" 金 属 の 研究 , 7, 653~665, 1930.) 
CSR HED 
2442, EUS RHIC kSUROBTCy 
Sl SMeORACHKT ABS, 
jis Bit, SEER Ao 

各種 の 固体 炭素 材 に よる ; 砂 鐵 の 直接 
LITA, LATCH DO ALOK, 及 基 の 量 の 相 
違 , 及 鏡石 と 炭素 材 混 の 合法 に 依っ て , 影 
O2bSS ARE, RIBS CHER 
ERA L, WARE 1000°C に 保っ て 研究 
せり 。 その 結果 に i 依 れ ば , それ BS EH 


ib 
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の 層 元 は , Aes “P WU es VE VERE AE Bhine 
AU y - RY, BSHO | ALM L> & Ol 
ir (TP EFL fl) D FEHR Ul D SRE 2 Fe od 
CHE され ざる も, その 選 元 力 の 比例 は 
BMED . WI Ube RM OAL ILE 
40 % fi as BK LB bt, RRM OF, 
ORF A RBTH LKAT SBA ia 
る 得度 以下 の 大 き さ な れ ば 充分 な る る も , 
不良 且 元 割 を 使用 する 場合 に は 粒 の 小 な 
SFEX OBBAK LT, —200 REBRBL 
Fo LAORHERM IPR ATHOBWES Kit 
ADB YS Git AD tS b> FRB 
THO SIC lL FED R (BRST o% 
BF o RHSAM OBEY し て 知ら れ 
る 事柄 は , BTS 大 な る も の に 於 て は 
MBB Ge TLL, BTN 小 な る も ゃ の に 
WC, ARB zd fife Metre Ld 
Me KUO PIC RHY LUE SETLEFS 
Bir). (SBOE, 7, 12~35, 1930.) 
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THER 


ABA MMM KASS OM Ae | 


(EHS 4 2 A BC ANTEC BAS ih 
WERLVEHo RES VM ct 役員 
DEABICAY, ARO BARCEL Y, 出席 
GAORKEEC SMEEL 決定 し た 
Vo 

CBRE WHACMeOR BOR 
WARS, AAA ARE 及び Sh BRT L 
Nh SURE ICAL 1D ARTO apie 
ROU Lo 


4 月 2 日 (土曜 日 う 午 前 11 時 ~12 時 
ASF Rc HL aye aft 1 Sb, EAS & Sok BE 
SEL OMIM Ca AR AE 
MEE HUD IC BEE SAM & 
BRAK © WW EACIC UST vee 
SCOCCODRCCKIAOr SAD one eae tn jé 武 K 
PRA AR AY (bat & Hee 
Ce RUPEE) -b 川 RR 
4 月 2 日 (土曜 日 う 午 後 EPA 時 
信濃 仁科 山脈 に 産 す る 石英 内 長 


REP ID VAI HE fr 正夫 
fe VEU Fc ALI PT 

ABE DALE Brees oH & 
所 調 古 銅 石 安山岩 に 就 い て …… 
eae < ae Ne 0 ae rea w 
MAA Nb ioe AIS 7 
TG Aig ds 2 租 腎 
AL VSE HE = ORAS IC HE 
aise tro cunounonattiosiios 2005 根本 OR 
PERE AU © HO ic HT 

di ee ee eT colaine sets ee aR 7x E Kk 


St Ril ESE WIC PS 2 RESCH 
に 就 い で 自在 丸 新 EER 
Met EFA MICRA fh ME B 
FRICRRU TC cee eeeeseeee BB Ze Ra 
ASH BE AE hr 2 © TEER VEIC HT 


Denson nee nee osesseeeees ens 


HAO a ASE CHE 
PRR oO eHEs Se EK 
er 誠太郎 
xR & 久 


AE K YET @O Wa STERIC 


(50250 cee 


Si 


4 月 2 日 (土曜 日 う 午 後 8 時 ~10 時 
AME LEICA 
PERLE Gs (CHAE) 

Yi PS ae) Et SY Hb a ag HR) CD BS) 


Berner emetic OAC COREE LT 正治 REL 


WABI EAIC PS 3 WR 
測定 の 結果 に 就 い て … 松 EE 

4 月 3 日 (日 曜日 う 午前 9 時 ~12 時 

BEA © BE ERLICH Too 


Sad) esi Slage ee eee eee a cei edits HAKERAES 


Be ERY OE SAE WYER Roe 
a cass en couse eS HA BARE 

EVA FE SEE OD X 線 分 析 
高根 勝利 

一 光 軸 化 現 象 を 件 ふ 二 光 軸 結 品 

CHRIS BY D5 2 BASE A) Oe ih 
TD © BME IC BU Te 原田 me 


AV 4 © FaRAH vf Ic ME 
KA SAH AR DO Ber a 


BA TEA, REAR IC 
WRG: to Deere 門倉 = 

BE Re AAD SHERI 
SASS Geer ay sae es 松原 gE 


4 月 3 ACHR APE 1 EP HS 時 


BEAL BBE © ABDI HRC oe 
A | fe Bw 尾 
WE BN at a 


Jet 2 Hl REE BR 下 IE 18 
AE FEB © Bis RBH IC HR To 
alciaiate'a,oialara Satuik oe. ajameieetete ice 岡田 以 知 二 
HERR HENS OKA BY IC Ps 
SKU DEREK th 
AHO Re BR 徹 
BH EERO Bit FEAK — Bi) 
(a) スカ ポラ イト (bd Bil 
BE SIDE AL cove eee ye xR RR 
KBPS FEAR HL BE fea BiB “J ff ove ee 
a i wa et Se SS Fite BERER 
vee lay OF PS A LU EY P74 
ob Rp a 5 a 
FA _EW) © Sep & LD FEW ) 
RE = | 稚 
KFILE FT IA PML OBI 
Rh me BB 
es 5, 8 
sc e 


re hr colsis om sete ee CC OT Ee ARE 
Leb aie Be ERR DR D YS BOP IC 
BAS 3 WEARER) VEE BORE 
CPB sD AIHW T 


純 一 


se + #i Fi Bi Hn Bi KK BB 第 oi He 
se @ 8 OR 
& oh it me ae 
She PERE HERES 高橋 純一 坪井 誠 太 耶 
BE HS = ft fir FH | 峰 一 @ Ht = ft 瀬戸 國 勝 
Zz tn PEAR EB 
本 ee 
伊木 Mak 石原 富松 小川 丈治 大 井上 義 近 KW —at 
片山 2p Se fees 加藤 武夫 ENN ZEPRER 佐々 木 敏 綱 
KAR TES SS Hee RPMS 徳永 TELE PAT AER 
野田 勢 次 郎 7K pt 保科 正昭 松本 唯一 松山 SEH 
HARRAH 
RITES FG) 
well espe LNPEALRER 河野 Senet oo ASHE = Je 瀬戸 WR 
高橋 純一 高 恨 勝利 Hs SLATED PES 長 俊 HA IAF 
42H] he — AAS FRE BA saF# ELE BIREB 渡邊 BRA 
od ye 入 cA 
Ss ola eee ect 
i Fil + 4B A HBr HA AAR RES 
oar 3 5K 
AeA A NF 
Hea RAS 5 ct 8825 番 ) 
i 2 THs RAL ie A A A - sa ad nee 
— Oa tsps 
FASE Zim AL の 
AVC iE TH 峰 =a aaa oe a i Br 
qi Ze ae Bd a We 
Ew 者 AHAB ILEL eC 
(2TH BAR BET A AU Ripe Se 
RS AOA 東京 rea aire Wy eid 
cicne 38). vik ee 60 $8 
Ep 届 所 a MESS = se 
(Nee Th BRE BET A ube me Bee 
He AG EW il) BR SK EP tk: 本 誌 論告 料 普通 頁 1 貢 20 
U2 287% 860 Ane ESHIRI 4 割引 
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